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乙の調査は，北海道総合開発の一環である，

地下資源開発のための基本調査として，北海

道に調査を委託し，道立地下資源調査所にお

いて，実施したものである。

昭和 35 年 3 月

北海道開発庁
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5 万分の 1 地質図昭 二日二
説明膏ノ、

和 (旭川一第 26 号)

北海道立地下資源調査所

北海道技師小山内 照

同 三谷勝利

嘱 託高橋功

はしがき

この図幅は，北海道開発宇から委託されて作成したものである。野外調査は，昭和 30 年，

31 年， 32 年に，延 200 R を貸しておこないその後，北海道立地下資源調査所において，

宝内研究を続けてまとめたものである。

野外調査は，ワザカウエユノベヅ川から西側の地域は三谷が，ワッカウエンベツ川と安平

志文内とにはさまれた地域は，高橋が相当し，小山内が協力した。さらに，安平志文内か

ら東側の地域は，小山内が調査にあたった。なお，ワッカヴエシベブ以西の地域や支平志

内川上流地域の調査にあたっては，石山昭三氏の協力をえた。さらに物満内川流域，小車
中

内川流域、の調査には，鈴木守氏の援助を受けた。また，小市内川地域については，長尾拾

ホヰホ 1)

一氏の資料を，小車内川支流の水銀鉱山ついては，斎藤昌之氏の調査資料および写真を利

※

用させていただき，物満内川下流部については，藤井浩二氏の調査資料，図幅北東隅につ

いては藤原哲夫氏の調査資料の提供を受けた。

この地域は，北海道の中核をつくる神居占淳叩:の，北の延長部にあたっていて，蛇紋岩

が分布しているほか，白望系が!よく発達している。また西部地域には，第三紀層も分布し

ている。したがって，これらの岩層に理 j訳されている，水銀，クロムなどの金属鉱物資源

木 北海道立地下資源調査 j好投師

料同上燃料課長

キキネ同上 地質鉱床課長

※ 元九州大学大学院・現小野田セメント

1) 斎藤昌之: 天塩鉱 111 概査報告(謄写)，北海道立地下資源調査所調査資料， 1953.

-1-



のほか，かつて採油された白望系中の石油，第三系の石炭などの鉱産資源、の開発に期待が

ょせられていた。しかし，これらの地下資源の産状，分帯などについての， くわしい調査
2),:)4)

報告は，数が少なく，また総括的な地質調査結果も発表されていない。ただ北部および西
日〉の7)め

部の地域については， 2， 3 の調査報告があり，図幅作成にあたって，少なからず参考とな

った。

報告にはいるに先だち，調査に協力された石山昭三氏，調査資料を提供された長尾拾ー，

斎藤昌之，藤井浩二，藤原哲夫の諸氏に深謝するつまた調査の援助と，岩石の顕微鏡鑑定

および水銀鉱床附近，物満内川流域の調査資料の供与と協力をおしまれなかった鈴木守氏

に深く謝意を表する。

I 位置bよび交通

との図幅の範囲は，北緯 44"30'~44 4ー0' ・東窪142°0'~142ー15' である。

行政的には，上川支庁および留萌支庁の管轄で，中川村，常盤村，美深町および遠別町

などに属している。

この図幅地域からもっとも近距離の国鉄駅は，北方は宗谷本線佐久駅であり，東方は宗

谷本線思根内駅である。いずれも， 10km および 6km で図幅地域に到達できる。しかし，

連絡交通機関は，北方の佐久駅から図幅北端の共和 l部落まで夏期にパスが通じているにす

ぎない。共和から仮谷まで，および恩根内駅から小車内川下流部までは， トラザクの運行

が可能な道路がある。それ以外は，ワザカワエンベヅ川沿いの道路も，物満内流域の道路

も，馬車道ていどで，この地域の開発上の臨路となっている。

2) 村田 析: 天塩鉱業所の地質とその水銀鉱床，石炭鉱業会報 262 号。

3) 高田哲弥: 天塩田温根内における水銀鉱床及其地質について，石炭鉱業会報 245 号

4) 矢島澄策: 北海道の水銀鉱床，北地資料， 5 号， 1950.

5) MATSUMOTO, T.: FundamentalsintheCretaceousStratigraphyin Japan ,

Pts.I, IIandIII, Mem.Fac.Sci., KyushuImp.Univ., Ser.D., Vol. 1, No.

34, Vol.2, No.1 , 1942, 1943.

6) 井島信五郎: 北海道中川炭田安平志内川流域地区調査報告，地調炭田速報， 24 号，

1948.

7) 井島信五郎・品田芳二郎: 北海道天塩国安平志内油田北部地区地質調査報告，地調

月報 3 巻 12 号， 1952.

8) 佐藤誠司: 天塩国安平志内川流域西岸の地質，北大理地修論(手記)， 1950.
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II 地形

この地域の地形は， (1) 標高 200 m~750 m の壮年山地と， (2) 河川の流域に発達する

河岸段丘，および沖積地とにわけられる。

II.l 山地

全般的にみると，南から北に向って低くなって行く稜線が，おおむね NS または NNW

~SSE 方向につらなっている。これらの稜線も詳細にみると，図幅の南東部 4 分の l を占

める地域では，一般に起伏のゆるいなだらかな稜線をもっている。しかしその他の地域で

は，凹凸がはげしく，突出した山峯を形づくっていることが多い。とのような地形上の相

呉は，明らかに地質構成員や地質構造の相異にもとづいている。すなわち，ゆるい起伏を

示す地域は，新第三紀の火山噴出物によって構成される地域である。起伏のはげしい地域

は，先白主紀，白皇紀，新第三紀の堆積岩類および蛇紋岩などによって構成される地域であ

る。また前にのべた NS または NNW~SSE 方向の稜線は，この地域を支配する， NNW

-SSE~NS の方向性をもった，多数の断!再線および摺曲構造が，反映しているからと考

えられるつなお，中央北部地域(パナクν川の北西地域)では NS~SW 方向の突出した稜

線が連なっているが，とれも，明らかに同方向の断層線をあらわしている。さらに，南東

おくるま ほてい

部の地域でも，小市吊(724.2 m) の北東側や布袋山 (708 m) の東側は，急傾斜をもった

山腹をつくっているが，これも，明らかに一種の断層庄と考えられる。

第 1 図 小車岳山頂から北部地域の眺望

東側のなだらかなILIJ頁は，蛇紋岩，中央部の突出した山頂

は，白望系およびジュラ系の地層で構成されている。

(小山内撮影〉

-3-



第 2 図 パナクシ川北部の地形，断層と地形の凹凸が一致している

II.2 河川会よび河岸段丘，沖積地

図幅地域を流れる河川は， NS または NNW--SSF 方向の流路をとっている。そのほか

これと直交する EW 性のものがある。 NS また NNW--SSE 性の代表的なものは，中央

あベしない

部を南から北に流れ，天塩川に注ぐ安平志内川，この支流のワッカウエンベツ川，および

ものまない

物満内川などである。これらは，いずれも断層線や地質界線と関係があって，一種の構造

谷と考えられる。ことに安平志内川の板谷附近から下流の SSE--NNW の流路は，明らか

に，後からのべる筒上性の断層線にそっている。このように構造線と関係があるため，流

- 4 -



域には，比較的平坦地の発達がみられる。すなわち，河岸には，高低 2 段の河岸段丘面と

沖積面が発達している。河岸段丘は，河床面からの比高 30~40m の面と， 1O~20 m の

面であって，いずれも厚 5~6m の堆積物をのせている。前者は，かなり不連続な分布を

示しているが，後者は前者に比べて，分布が広い。高位面(第 1 段丘)は，おもに安平志

内川本流の河岸でみとめられるが，その他の河川では，ほとんどみられない。

次に EW 性の河]I[は，前にのべた，河川の支流が多い。そのほかオルグノレマナイ川や，

西部地域を西流する鉄砲沢，ヌプリパオコマナイ川，ヌプリケ Vオマプ。川などがある c 乙

れらはいずれも地層の走向を切って流れ，比較均複雑な流路方向の変更がみとめられるむ

一般に EW 性の河流に沿った平坦面の発達は不良で，図示できるほどの拡がりをもっ河

岸段丘や沖積地はほとんどみとめられない。

III 地質

III.1 地質概説

この地域の地質構成員は，第 3 図のように区分することができる。

図幅地域は，神居 7引草帯と呼ばれている構造帯の北部の延長にあたっている。しかし，

乙の地域では，神居占 i草借のおもな構成員とされている，結品片岩類は，まったくみあた

らず，蛇紋岩とジュラ系・自主系・第三系が広く分布している。ジェラ系・白望系は，北

海道の中央部を，神居古淳子 11よと密接な関係をもって，南から北に広く発達する一連の堆積

層の一部である。これは空知層群，蝦夷層群および函淵層群などと呼ばれているものであ

る。

図1福地域ではジュラ系・白主系は，断層で寸断されているため，一連の関係はみられず，

空知層群の一部と中部蝦夷層群が I直接断層で接している。

空知層群は，火山噴出の産物である輝禄凝灰岩・輝緑岩を主体とする下部(志文内川層)

と，砂岩・チャート・頁岩などで構成される上部(パナクシ川属〉とからなっている c

蝦夷層群・安川層群(宇|函淵層群)は，ともに砂岩や頁岩を主体とした累層で，粗粒ー

細位の輪廻を数回くり返している。その間には， リズミカノレな互層状態を示す部分もふく

まれている。下部には，中性ないし酸性の凝灰岩が堆積していて，主要な鍵層となってい

る。化石は，菊石やイノセラムスが主体で，佐久川層から産出しはじめ，ニゴリ川層でも

っとも豊富である。
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図幅の東北部には，白望系を貫ぬいて，蛇紋岩や優白岩類が発達し，いわゆる神居古津

帯の中核部の特異な構造帯を形成している。これらの蛇紋岩や優白岩類の近入は，白望系

の堆積後・新第三系堆積前と考えられている。

蛇紋岩類の近入にともなって，かなりはげしい造構造運動があり， NNE-SSW の方向

性をもった断層群や沼山が発達したようである。しかし，乙の構造は，新第三系堆積後の

運動でこわされ，原形がのこされていることは少い。

その後，新第三紀までは，陸化の時代が経過している。したがって，古第三紀の堆積物

は，まったくみとめられない。

新第三紀にはいって，西部から海浸がはじまり，白豆系を不整合におおって，大和層が

堆積している。大和層は砂岩が主体であるが，後期には操木沢層とした，泥岩で構成され

る地届が堆積している。その後，隆起と沈降がおこなわれ，相い堆積物が，椋木沢層を不

整合におおって発達した。乙れが古丹別層と呼んだものである。古丹別層の堆積期は，ひ

じように荒い海況で，操岩・砂岩・泥岩がいりまじった異状堆積がおこなわれている。し

かし，一時期には，石炭を堆積させる環境もあったようである。

その後，ふたたび隆起と沈降によって，小車岳層とした地層が，古丹別層の上に，不整

合に発達している。小車岳層堆積の海域は，大和層や榛木沢!吾堆積の海域よりはるかにひ

ろがり，東部地域まで海浸が進んだようである。初期は，砂岩. {，尼岩・凝!死角疎岩にまじ

って，石炭を堆積している。その期間は短く， しだいに火山活動がはげしくなり，厚い火

山噴出物でおおわれたようである。しかし，時々活動がおとろえ，局部的に砂岩・泌岩な

どを堆積している。後期には，ほとんど活動もおとろえて，東野居とした砂岩を主体とす

る堆積がつづいている。

その後，この地域は隆起に転じ，かなりはげしい構造運動がおこなわれている c それは，

現在みられる NNW-SSE ノ与向の摺|出と断層一一一部には西にのしあげる衝上断層状の逆

断層もふくんでいる。一一ーであらわされるものである。

第四紀になると，現在の河川流域に， 2 段の段圧堆積物と，段丘面をのこしながらかん

けつ的な隆起をつづけ，現在の地形を完成している。

111.2 地質各説

III.2.1 ジュラ系

III.2.1.1 空知層群

輝緑凝灰岩・チャート・砂岩などで構成されている地層である。これらの地層は，北部

-7-



第 4 図 パナクシ川支流に露出する輝緑凝灰岩の滝

(高橋撮影)

10)*
の天塩中川図幅;也域の鬼刺店を中心とした地域に広く発達し，鬼刺層と呼ばれていた地層

である。この関幅地域では，分布が少なく，また断層で上位の蝦夷層群と接しているため，

前後の関係や層序も明らかでない。しかし，天塩中川図幅地域でみとめられる岩相属序か

ら，いちおう，下部を輝禄凝灰岩を主体とする志文内川層，上部をチャート，砂岩で構成

されるパナクシ川層として，とりあつかった。

1志文内川層 (StJ

模式地: 志文内上流の国境稜線に向う枝沢

分布: 志文内川上流

の稜線山地，およびパナク

ネ/川土流や支出u乙， NS ま

たは NNE~SSW の方向性

をもって分布している。

樟造: 一般に層理を

示していることが少ないた

め，この地層そのものの構

造は明らかでない。しかし

全般的な分布と，上位の地

層の走市とから，志文内川

上流では， N20o~30oE，パ

ナクヰ/川支流では N600~

70
0

E の走向を示している

ようである。

関係! 下限が露出し

ていないため，下位層との

関係は，明らかでない。

岩質および岩相: 輝禄

凝灰岩および輝禄岩で構成

9) 長尾捨一: 5 万分の l 地質図幅「天塩中 )I !Jおよび説明書，北海道立地下資源調査

所(未干 I])

10) 森田義人: 天塩田安平志内川流域地質調査報告，東北大地質古生物卒論

ヰ MATSUMOTO ， T.: 前出 5) ，井島信五郎・品田芳二郎: 前出 6) の鬼束 IJ 層群
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されている。

陣緑凝灰岩は，陪緑色または暗亦緑色を呈し，細粒撤掃なものや，粗粒で角瞭凝灰岩

状のものなどがみとめられるの局部作jには，集塊岩状の部分もみとめられる。志丈内川

上流では，比較的塊状の産状を呈し， 叶交に細粒である。しかしパナクシ川支流では，

角喋凝灰岩状の粗粒のものや，撤密で細粒のものなどがみとめられる。また全般的に石

英や方解石の細脈で貫ぬかれ，いわゆる鳥糞状を呈していることが多い。

輝緑岩は，パナクシ川支流の沢口附近に，模式的に露出しているほか，志矢内川上流

にも枕状構造を示すものがみとめられる。一般に輝緑凝灰岩との境界は不明瞭である。

第 5 図 輝緑岩の露出(志文内川上流)

一部に枕状構造がみられる(高橋撮影)

届 厚: 上位屑の走向・傾斜から，この地層の厚さは，おおよそ 300m 以土である。

2パナクシ川層 (52]

模式地: パナクシ川中流の，北から流れる支流下流部。

分布: 前にのべた志文内川層の東側および東南側に，帯状に分布している c

構造: 模式地では， N50o~70oE の走向と，垂直または 80
0

SE の傾斜を示してい

る。

関係: 前にのベた志文内川層とは整合的である。志文内川属の[:に発達する砂岩か

らこの地層にふくめた。

岩質および岩相: 砂岩およびチャートで構成されている。

砂岩は，灰青色または暗灰色を日 L，粗粒ーから細粒のものまでみとめられる v 粗粒の

-9-



ものは石英をふくんでいて，ぎらぎらするのが特ちょう的である。また，硬砂岩様の堅

硬なものもはさんでいる。

チャートは，陪青緑色や灰白色を且し，轍密である。板状の居理を示していることが

多く，厚さ 50~150 em で砂岩と互層している。

模式地では，砂岩およびチャートの互層が主体で，頁岩をわずかに介主する岩相を示し

ている c

居厚: 300m 以下と考えられる。

111.2.2 白豆系

図幅のI有東部および、西部をのぞく，ほとんど全域に，砂岩・頁岩・牒岩などで構成され

る厚h一連の地層が発達している。これは，化石内容や岩相から白望系の主体となってい

るもので，蝦夷届群と，函淵層群に対比される交川層群にわけられる。

III.2.2.1 蝦夷層群

この地域に発達する蝦夷層群は，天塩中川図幅地域で明らかにされた岩相区分に対比す

ると，中部蝦夷層群と上部蝦夷層群に相当する。天塩中川|苅幅地域では，空知層群の J:! 乙

下部蝦夷層群とされている，厚い砂岩・頁岩の累層が発達しているが，との図 l隔地域では，

下部蝦夷層群に相当する地層は，みあたらない。

中部および上部蝦夷層群を通じて，特ちょう的なことは， (1) 酸性~中性凝灰岩をしば

しばはさんでいること， (2) 粗粒堆積物と細粒堆積物で構成される輪廻がくりかえされて

いること， (3) 上部は，菊石，イノセラムスなどの化石を豊富に産すること，などである。

とのような特ちょうのうちで， (1) および (2) は岩相対比上，重要な手がかりとして追跡、

できる。 (3) の特ちょうは，地層中から化石を採取できたものは数が少ない。ほとんどの

場合，転石であるため，層位的な位置を II 早らかにすることは困難であるの

A 中古i;蝦夷層群

おもに安平志内川の東側に分布し，かなり複雑な摺LI!1 と断層によって，くりかえし露出

している。一般に化石の産出がまれである σ しかし岩f目的には， 3~4 の鍵層がみとめら

れ，分布全域にわたって追跡できる。この鍵層によって，この地域では，下部からさらに

(1) 白滝層 CM 1J

(3) 佐久川層 CM 3J

さ こ 7こんだけ

(2) 佐古汁岳層 CM2J

(4) 佐久属 CM 4J

11) 高橋功三: 天塩安平志内川流域における安川層群(\，、わゆる函問 j層群)下底の不整

合について，地質， 65 巻， 1959.

中長尾拾ー: 前 11\ 9)
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に細分することができる。これらの地層

は，いずれも北方の天塩中川図幅地域に，

標式的lう発達している。したがって，こ

の図幅でも，それぞれ天塩中川凶幅地域

の模式地名を採用している。

1 白滝層 eM1]

模式地: 志文内川の本流および南の

支流。

分布: 志文内川の中流部，パナク

ν川流域および物満内川の支流などに分

布している。

構造: 志、文内川流域では， N5"~

SOOE の走向と， 70つ~90CNW および SE

傾斜を示し，急傾斜の背斜構造がみとめ

られる。一部では，逆転傾斜を示してい

る。パナクシ川の下流では， N30o~70°

W • 35°~70oSW，中流では， N60c~90°

E ・ 50)~700SE ， と流では， NlOoW~N

200~300E ・ SOONE または 400~600SE

の走向・傾斜をそれぞれ示している。ま

た物満内川の分布地域では，一般に， N

200~300W の走向と 600~90GNE およ

び 60コ~700SW の傾斜がみとめられ，小

規模な摺曲構造をくりかえしているつ

日
E
量
呂
田
園

第 6 図 志文内川流域の中部蝦夷層群

柱状対比図

A: 白滝層 B: 佐古丹 if;層 c: 佐久川層

D: 佐久層

X: 志文内川本流 Y: 北の沢 z: 南の沢

1: 砂岩・頁岩互居 2: 団球帝 3: 頁岩

4: シノレト岩 5:砂岩 6: 凝灰岩

関 係: 下位屑とは断層で接している。その関係は，パナクシ川の本流および支流で

みとめられる。パナクシ川層と接する場合には，境界部lこ蛇紋岩体がQt入している。北部
訪ミ>'<

の天境中川図幅地域では，白滝層の下位lこ，なお整合均に〕百幌属・神路層・小野寺層など

が発達しているが，この図幅地域では，上にあげた地層に相当する岩相は，まったくみら

れない。

本 ここにあげた模式地は，この図幅地域の模式的な発達地である。以下同じ。

料長尾捨ー: 前出 9)
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岩質および岩相: 砂岩および頁岩の互層が主体である。その聞に，鍵層として追跡で

きる凝灰岩を 5~6 枚はさんでいる。

砂岩は，中粒または細粒の暗青灰色のもの P および細粒~粗粒の灰白色凝灰買のもの

第 7 図 クチャコロ川下流に露出する白滝層凝灰岩(石山昭ヨ撮影)

第 8 図 板谷北方安平志内川本流の白滝層の露出

ハンマーの下部はチャート状凝灰岩(石山昭三撮影)

- 12



などがみとめられる。ともに板状の産状を示している。古Ii者は頁岩と 5........，20 em ていど

の厚さの薄互層状態を示していることが多い。また後者は， 1........,1.5 m ていどの厚さで頁

岩中に介在している。この砂岩の中には，しばしば連続性のない 3........，lO em ていどの厚

さの， レンズ状石炭薄層をはさんでいる。

頁岩は，陪灰色~陪青灰色で，板状の産状を呈している。砂岩と互層状態をとってい

ることが多 L 、 ο また凝灰岩の上ドには，灰色の凝灰質頁岩がみとめられる。

凝灰岩は，青灰色・灰白色・ l'i 色などを呈し，きわめて細粒・堅硬でチャート状とな

っているものと，灰白色および暗緑色で，やや粗粒のものとがみとめられる。前者はチ

ャートと誤認するようなものであり，後者は，雲母片を多量に含んでいることが，特ち

ょう的である。両者は互層状態を示していることが多(，\，凝灰岩 1 枚の厚さは， 30em

から 5m におよぶものまで、みとめられる。
tm:¥)l-1)l'J)

この凝灰岩は，ほとんど全道的に，同一層準にみとめられるもので，中部蝦夷層群下

部の重要な鍵層となっている。

志文内川および、パナク己/川流域では，砂岩・頁岩の薄互層からはじまり，約 30m でチ

ャート状凝灰岩(厚さ 60 ........， 100 em) と頁岩の互層，および砂岩・頁岩の凝灰岩の互層部が

約 100 ........， 150 m 発達している。この互層部では，頁岩・砂岩に富んでいる。その上部は，

砂岩および頁岩で構成されている。 約 100m でふたたびチャート状凝灰岩・粗粒凝灰岩

と，砂岩・頁岩の互層部がみとめられる。その厚さは約 20 ........， 40 m である。この互層部は，

やや凝灰岩に富んでいる。さらに上部は，頁岩にとんだ薄互層または砂岩をはさむ頁岩層

となっているロこの厚さは約 200m であって，上位層の基底砂岩に達している。一方，物

満内川流域では，志文 l弓川流域のように，凝灰岩の枚数は多くない。厚さ 60em ........， 2 m て

いどの灰白色チャート状凝灰岩が，砂岩・頁岩と互属部に 2 枚みとめられるだけである。

これは，この地域の白滝層が，上・下とも断層で切られ，全層が露出していないためとも

考えられる。

層厚: 志文内川およびパナク乙 IJf) 流域では， 450m ほど露出している。しかし，物

満lミ川流域では， 300........,350 m ほどしか露出していない。

2佐古丹岳層 CM2J

模式地: 志、文内川本流

12) 橋本 豆: 5)j 分の l 地質凶幅「山部」および説明書，北海道開発庁， 1953

13) 橋本 豆 5 万分の 1 地質図幅「下富良野」および説明書，北海道開発庁， 1955

13) 小山内県外 5 万分の l 地質図幅「石狩金 Il {jおよび説明書，北海道開発庁， 1958

15) 小山内照・松下勝秀: 日高山脈西緑の白望系，1.双珠別・千品露・シビチャリ地

域の i斗%系の層序，北海道立地下資源調査所報告， 21 号， 1959.
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分 布: 白滝層 (M1J と，ほぼ同様な分布を示している。そのほか，クチャコロ川上

流地域に，わずかに分布している。

構造: 志文内川の下流では， NlOo~60oE ・ 400~900NW の一般走向・傾斜がみと

められ，単斜構造を示している。しかし，中流では， N10o~50oE ・ 800~90οNW および

SW の走向・傾斜を示し，向斜構造がみとめられる。中流では，一部に逆転傾斜がみとめ

られる。パナクシ川下流部および、パナクシ]I[北方の沢の下流では， N20cE~N35°W ・ 55°

SE および 70
0

SW の走向・傾斜を示し，軸部を断層で切られた向斜構造をとっている。

クチャコロ川下流では， N80ο~900E ・ 30つ~500SE である。物満内川支流の上流では，

N10つ~50コW または N10コ~300E の走i珂と， 300~70GNW または SW，および 30C~80。

NE の傾斜がみとめられ，一部には小背斜構造が発達している。

関 係: 白滝層とは，まったく整合均である。白滝層の上に発達する，粗粒の厚い版

状砂岩の下底から，この地層にふくめる。

岩質および岩相: 砂岩および頁岩で構成されている。

砂岩は，灰白色・灰青色などを皇し，粗粒から細粒のものまでみとめられる。一般に

凝灰質である。板状の産状を呈していることが多し、。また頁岩と互層状態を示している

ことが多い。

基底部は，灰白色または決育灰色の，凝灰質料i粒砂岩が発達している。一部では，球質

となっていることもある。一般に塊状であるが，上部ほど産状を示すようになる心序さは，

約 130m であって，志文内川流域では，ほとんど変佑しない。しかし，バナクシ川中流で

は，約 50m ほどしかみとめられない。

基底砂岩の上部は，灰青色または晴青り〈色の中粒~細粒砂岩と，暗灰色頁岩との犬互

届が主体であるの砂岩と頁岩の量は，ほぼ等量である。しかし，この互層部の中部および

上部には，厚さ 15~40m ほど，板状頁岩層をはさんでいる。

この地層の基底砂岩は，分布地域全般，ことに基底部の発達する志文内川流域で，鎚層

として追跡でき，前にのべた白滝層の凝灰岩とともに，構造解析上のよい手掛りとなって

し 3 る。

層 厚: 志文内川流域では，断層で切られてはしユるが，ほとんど全属が露出し，約 500

m の厚さを示している。しかし，そのほかの分布地域では，基底部がみられず，上部の互

層部が 200~350m ほど発達している。

3 佐久川層 CM3J

模式地: 志文内川右股支流の下流部

- 14 ー



分布: 志文内川本流および文流の下流，パナクキ/川上流，クチャコロ川上流，物満

内川本流の下流および上流と各支流，オグノレマナイ川と流，クチャコロ川下流の南方など

に分布している。

構造: 志文内川流域では， NS~N400E ・ 300~800NW の一般走向・傾斜を示し，

単斜構造をとっている。パナクシ川上流では，かなり破砕されて転移してはいるが，一般

に N300E ・ 400~700SE の走向・傾斜を示している。クチャコロ川上流地域では，走向が

NS~N200E から N200~600W にかわり， 500~900NW および SW の傾斜を示してい

て，前にのべた佐古丹吊属を核として，そのまわりをとりまく背斜構造をとっている。物

満内川流域では， N300~60 コE から NI00~40οW の走向と， 200~800NW または NE の

傾斜がみとめられ，小摺曲構造をくりかえしている。オグノレマナイ川上流では， NS ・ 60°

~700E，クチャゴロ川南部では， NS ・ 30
0
E の一般走向・傾斜がみとめられる。

関係: 下位の佐古丹巴層とは，整合均である σ 佐古丹巴層の上にのる厚い泥質頁岩

から，乙の地層にふくめた。

岩質および岩相: 頁岩およびシノレト岩で構成されている ο

模式地では，促状の晴灰色頁岩が，約 380m 発達し，その中部は， 2~3 の小型団球'貯

がみとめられる。団球'貯の団球の中には，小型のイノセラムスおよび菊石の破片がみとめ

られるつ頁岩層の上部は ， J亘理のあまり明瞭でない，晴氏色~灰青色の ν ノレト岩が，約

220m ほどみとめられる。その上部は，ふたたび恨状層J~を示す，暗灰色頁岩が約 200m

発達している。この頁岩層の中部にも，国球帯が 2 帯みとめられ，小型イノセラムスをふ

くんでいる。

一方，ほかの地域では，模式地ほど明瞭な岩相区分ができない。ほとんど頁岩が主体で

あって，まれに細栓・暗灰色砂岩の薄層 (30~50 em) をはさんでいる。

全域を通じて，この地層の中には，V(白色または黄白色の細粒・ベシトナイト状凝灰岩

(厚さ 5mm~3em) を数枚はさんでいる。との凝灰岩は，模式地では，下部および上部の

頁岩中に比較的多くみとめられる。

層 厚: 模式地では，約 800m の厚さを示している。しかし，ほかのほぼ全層の露出

している地域(クチャコロ川上流や物満内川下流部の左支流など)では， 450-600m て

いどの厚さとなっている。

*化石: 松本達郎によると，多くの菊石・イノセラムスなどが採集されているが，筆

者らは，次のものを採集しただけである。

*MATSOMOTO, T.: 前出 5)
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Desmoceras(Psudouhligella)ja ρonica YABE

D.sp.

InoceramusyabeiNAGAO& MAT.

(高橋功二鑑定)

4 佐久層 [M4J

模式地: 志文内川下流部

分 布; 志文内川下流地域，バナクネ 1mおよびクチャコロ川の中・上流地域，物満肉

川本流沿岸，オグノレマナイ川支流の水銀沢上流，胡桃山を中心とした，南北の帯状地域な

どである。

構造: 志文内川下流地域では， NlOc~30oW • 70 0

NE および N30つ~40) E'・ 300~

55"NW の走向・傾斜がみとめられ，向斜構造を作っている。パナク vm上流では， N30ー

E ・ 40"SE ，クチャコロ川中流からと流にかけては ， N30
j

E ・ 300~40CNW からしだし 1 に

EW 性・ S 落ちにかわり，最上流では， N70 つ-80
0

E ・ 45°-60 こ'SE となって l )るご物満

内川流域では， N20')W~N30CE ・ 400~80CNE または SE の一般走向・傾斜を示し，本

流ぞいの|句斜構造がうかがえる。なお，物 71日内川の一部では逆転傾斜もみとめられる。オ

グノレマナイ川水銀沢上流では， N20oW.55°SW である。胡桃山南方の沢では NlO
C
W·

35 コ~40:SW で，単斜構造をとって露出し，上・下部は断層で切られている。また胡桃山

第 9 図 安平志内川本流の佐久層の露出(石山昭三撮影)
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北方地域では， NS ・ 80CW および N10CE ・ 700~800SE を示し，急立した背斜構造がみ

とめられる c

関係: 下位の佐久川層とは整合である。佐久川膚の上にのる互層部の下底からこの

t也届によ、くめた。

岩質および岩相: 砂岩・頁岩および疎岩で構成されている。

砂岩は，淡褐色または淡灰色の粗粒から細粒のものまでみとめられるむほとんど頁岩

と互層状態を示していることが多い。

破岩は，一般に拳大以下の円礁を，粗粒の砂でかためたものが多 L、。まれに人頭大前

後の円礁をふくんでいることもあるの場所によっては，礁が少なくなり礁質砂岩となっ

ていることもある。このほか，指頭大前後の円撲を，泥でかためた牒岩もみとめられる。

礁は，ほとんど門礁である。礁の種類は，料相y.岩・砂岩・チャート・輝緑岩・頁岩など

である。

第 10 図 レレケナイ沢の佐久居の露出(石山昭三撮影)
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第 11 図 物満内川流域の佐久間の露出(鈴木守撮影)

模式地の|句斜東翼部では，佐久JI!層の頁岩の上に，決灰色中粒砂岩と頁岩の互屈が発達

しているっ互届の上部は，キru立砂岩をへて，棟岩および棟質砂岩が発達し，上部になるに

したがって，しだいに版状属理面の発達する粗粒砂岩となり，頁岩の薄層をはさんでいる c

さらに，上部は，互層をへて，粗粒砂岩・陳岩・牒質砂岩・基質がj尼で構成される操岩お

よび操質泥岩などが，みとめられる。これらの上部は，ふたたび板状砂岩と頁岩の互層を

へて，頁岩がみとめられる。

このような，かなりはげしい上下の岩相変化は，水平的に追跡しでも苦遍的なものでは

ない。たとえば，志文内川下流向斜の西翼部では，東翼部の岩木目に対比することは困難で

ある。さらに物満内川流域や，パナクシJ II ・クチャコロ川上流などの岩栢をくらべてみて

も，連続的な岩相を示していない。一般的にみると，南北万向では，北部ほど操粒が大き

く，牒岩層そのものの厚さも厚くなっている。また東西方向では，西部の志文内川下流に

くらべて，東部の物満内川流域の方が陳粒が大きく，牒岩の厚さも厚くなっている。しか

-18-
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第 12 図佐久層柱状対比図

X: 志文内 )[1 Y: クチャコロ上流 z: 物満内 )11

a: 西翼 b: 軸部 c: 束翼 d: 下流部 e: 中流部 f: 上流部

1:西知良志内層(瓦ー岩) 2: 砂岩・頁岩苛:層 3: 礁、岩(基質砂岩)

4: 砂岩 5: 頁岩 6: 佐久川層(頁岩) F: 断層

し，操岩国の介在数は，西部のHが多い。また疎宥の基質を比較すると，東部では，ほと

んど粗粒の砂であるが，西部では，泌で構成されているものもふくんでいる。

居 厚: 上限が，多くの場合断周で切られているため，真の居厚は，ほとんどの地域

で不明である。志文内川流域では， 400m十ほどみとめられる c 物満内川では 470m十で

ある。一方クチャコロ川土流では，厚さ 290~300 m で上位層と践している。

化 石; 一般にノ化石の!主出はまれであるのしかし，珍田ノ沢の露出から， {えのような

化石を採集した。

Scaphites(Yezoites) ρuerculus lIMBO

S.(Yez.)planusYABE

Scalaritessp.

Gaud01 ツceras sp.

Inoceramuscon ι entricus co~tatus NAGAO& MATSUMOTO

Ino.cfr.teshioen~is NAGAO& l¥IATSUMOTO

(高橋功二鑑定)
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上部蝦夷層群B

おもに支平志内川の西部地域に発達し，中部蝦夷層群の上に整合的にかさなる，頁岩に

富む累層である。上部蝦夷層群では，菊石やイノセラムスを主体とする動物イじ石を，豊富

にしちらしない

に埋蔵していることが特ちょう的である。岩相によって，さらに， (1)西知良志内層 [U1 J ，
おおまがり

(2) 大曲層 [U2J ， (3) ニゴリ Jrr J員 [U3 ] ， (4) 奥仮谷屑 [V'I] に細分することができるコ

~\~目白面~\\\\\\\i\i

2

第 13 図 上部蝦夷層群柱状対比 lヌl

A: 佐久田 B: 両知良志内田 c: 大曲層 D: ニゴリ川層 E: 奥板谷層

a: 砂岩 b: 瞭岩 c: シルト岩およびシルト質砂岩 d: 凝灰岩

e: 砂岩・頁岩互屑 f: 頁岩 g: 断層 h: 不整合

安 Cjl_志内川上流地域一 1, 2: 安平志内川本流 3， 4， 6: ニゴリ川

5， 7: チン夕、、の沢 8, 9: 板谷附近 10, 11: レレケナイ沢

大和地域一 一 12 :ワッカウエンベツ川本流および化石沢 13:学校の沢

14:ワッカウエンベツ川本流

共和地域 一15 :クルミ沢 16 :ワッカウエンベツ川口

18:大曲西翼部 19:オソウシユナイ沢

17:大曲東翼部

¥
I
'
/

沢のイhナケレレ

、
B
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J
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畑
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沢
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内
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L
士
山
川

ら
良
み
紅

ち
知
る
悦

叫
西
く
占

模 式 地 :

支 平 志 内 川 と ワ ザ カ ワ エ ン ベ ツ 川 に は さ ま れ た 地 域 で ， 共 和 市 街 附 近 か ら ニ

もっ と も 広 く 発 達 し て い るc そ の ほ

布・

ゴ リ 川 上 流 ま で 帯 状 に 分 布 し て い るσ 模 式 地 附iiiで ，
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か，クチャコロ川中流および上流部，オグルマナイ川上流および下流部，物満内川支流の

一部などに分布している。

構造: 模式地を中心とした南北の帯状地域では，一般に N108E~N200W の走In] と，

45°~80° の傾斜を示しながら，背・向斜構造をつくっている。~方，クチャコロ川中流で

は， N200W ・ 500SW であるが，上流では， N300~700E ・ 70
0
SE となっている。オグノレ

マナイ川下流の南方では， N400E ・ 70
0
SE の走向・傾斜がみとめられる。物満内川支流で

は， N400E ・ 45°SE および N5°E ・ 80
0

NW で，一つの向斜構造を作っている。

関 係: 下位の佐久居との直接の関係を，観察できるのは，クチャコロ川上流および

物満内川右支流だけである。そこでは，整合的に佐久層の上にのっ f 白

"'ト上 三づ斗 sst

ている。ほかの地域では，断層で下位層と接している。 三民主三副~(七
ヰ長警竺弓?円

岩質および岩十日: 大半が暗灰色の頁岩または νノレト岩で構成さ に二五併
絹 lOG 000inOo.L

れている。

全般的に単調な岩相を示しているが，大まかには，なお上・中・

下の三部に区分できる地域もある。模式地附;)1を中心とした岩相層

序は次のようである。

下部一一時灰色の頁岩または νノレト岩で構成され，石氏質団球や

化石の産tHがまれである。

中部一一基底から厚さ 270m 附近からは，キ/ノレト岩を主体とし，

やや砂質の部分をはさんでいる。また， 1O~100cm の青!グ〈色凝灰質

中粒砂岩を， しばしばはさんでいることが特ちょう的である。まれ

に砂岩の層面に菊石・イノセラムスの化石が保存されていることが

ある。

上部一晴氏色の頁岩を主体としている。上部には石灰質団球を

比較均多くふくんでいる。化石の産出はあまり多くはないが， l尼宥

中にイノセラムスの破片をふくんでいることがある。

とのような岩相層序は，模式以外の地域では，あまり明らかでな

し )0

層 厚: 模式地では，断層および摺山がくりかえされているた

め，正確な層厚はえられない。しかし，おおまかには， 400m土の

層厚がみつもられる。

化石: 安平志内川本流の，大曲層直下の頁岩中からえた，石

- 21-
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灰質団球に，次のような化石をふくんでいる。

GaudrycerastenuiliratumYABE

lv!enuitesdr.p唱lsilus 恥1ATSUMOTO

Phyllopachycerasezoense(YOKOYAMA)

Epigonicerasglabrum(lIMBO)

(高橋功二鑑定)

2 大 Illl 属 [U2]

模式地: 共和 l

i1J街北ノ 7の大曲附

iii ， および仮谷部

落南方約 3km の

安平志内川本流ゴ

ージ。

分布: 主吏

部は，大山附近か

ら 1有に， N20 コw

方向に帯状分布を

示している。その

ほか，板谷市方地

域・珍田ノ沢・ニ

ゴリ川上派・クチ

ャコロ川下流およ

び中流・オグノレマ

ナイ川上流および

下流などに発達し

ているコ

構造:大[町

~fNi では， N20~W

~NS ・ 600~80°

NE および NS ・

70
G

W の走向・傾

斜を示し，上位届 第 15 図
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第 16 図 オグノレマナイ JWド流の大曲層の露出

(長尾捨ー撮;;;;)

されている。

砂岩は，淡青)パ色で，

細杭から粗粒のものまで

みとめられる。一般に凝

灰質で，粗粒のものには，

小豆大の礁を散点的にふ

くんでいることもある。

喋岩は，淡灰色の基地

に，赤・白・青・男、など

の色調を示す傑をふくむ

もので，礁粒は，祭大か

ら指頭大のものが多い。

一般に角礁が多いが，円

磨されたものもみとめら

を抱く l~lJ斜帯造をとっている。しかし軸部は断層で切られている。界の沢およびワヅカウ

エンベツ川下流では， NlOo-40oW ・ 30o_80DSW で単斜構造をつくっているが，界の沢

上流では，向斜構造がみとめられる。また胡桃沢では， Nl0
D
W ・ 70U NE および N25°E ・

30'NW で，背斜構造をつくっている。そのほか，大和部落附近でも Nl0o-20oE の走向

を示しながら，背・向斜をくりかえしている。ニゴリ川上流および、中流部と珍田ノ沢でも，

N40)W-N200E ・ 30C -900NE および SW の走向・傾斜で，背・向斜構造みとめられる。

友平志内川本流地域では， EW-N70oE ・ 45 コ-600SE で単斜構造を示しているが，大きく

みると，南に沈んだ一つの向心向斜となっている。一万クチャコロ川の中・下流でも， N

lO'W.60 o_70 oNE および N500W ・ 70 0SW の走向・傾斜を示し，上 fiLl曽をのせる向斜

構造をつくっている。しかし， NS 性の断層でかなり複雑にこわされている。オグノレマナ

イJllでは，断層で転移して志向・傾斜は一定していないが，下流の模式的な露出では， NS

-70
0

E および N500W ・ 40"-50
o

NE の単斜構造をつくっている。

関 係: 下位届とは整合的である。どの露出でも，下位層のシノレト岩または頁岩の上

に， 1:日中立~細粁:砂岩と頁岩

の互層が発達して l )る。こ

の互層部の下底からこの地

層にふくめた。

官質および岩相: 砂

岩・頁岩および棟岩で構成

- 23-



れる。礁の種類は，チャート・粘板岩・砂岩・珪岩などが多いが，頁岩の破片をふくん

でいることもある。また，ホルンフエノレスの礁をふくんでいることが特ちょう的であ

る ο 基質は，ほとんど粗粒の砂で構成されている。

大曲では，次のような岩相層序を示している。

最下部は，細粒~中粒砂岩の薄層と頁岩の細互層である。上部になるほど，しだいに砂

岩の厚さを増し，中部になると，疎岩をはさむ陳質砂岩が発達しているつまたシルト岩の

薄層をはさんでいる。上部は砂岩の中にシノレト岩をひんぱんにはさみ，互層状態を示して

いる。

仮谷南方の支平志、内川本流でも， とにのべたような岩相と，ほぼ同様な岩相層序を示し

ている。しかし，クチャコロ川では，下流部・中流部ともに，棟質粗粒砂岩と，砂岩・頁

岩の互層だけが露出している。さらにオク勺レマイナ川では，粗位~中粒のj定状砂岩が主体

となり，と部に頁岩をはさむ互層部がみとめられるだけで，牒岩の発達はみられなL

層 厚: 大曲附近では， 420m士であるが，仮谷南方では 480m となって l )る「とこ

ろがクチャコロ川中流では 350~400m であり，オグノシマナイ川下流では約 350m となっ

ているつ

化石: 化石の産出はきわめてまれである。三枚介の化石破片がみとめられただけで

ある。

*3 ニゴリ川層 (U3J

模式地: ニゴリ川下流部

分 布: 主部は，オソウ ν ェナイ沢からワッカウエンベツ川流域にかけて，大1111 届の

分布地域の西側に広く分布している。そのほか，ニゴリ川下流・クチャコロ川下流および

オグノレマナイ川上・下流などに分布している。

構 造: 大曲層とほぼ同様な構造を示している。

関 係: 大曲層とは整合均である。大曲層最上部の互届の上lこ発達する，シノレト質頁

岩または頁岩から，この地層にふくめた。

岩質および岩相: νノレト質頁岩・頁岩・砂岩・凝灰岩などで構成されている c

シノレト質頁岩および頁岩は，一般に泥っぽいものである。陪灰色であるが，風化する

と淡褐灰色となり，黒っぽい斑紋ができて，いわゆるドロクイ状となっていることが多

L 、。

砂岩は，暗緑色または淡緑青色を呈 L，粗粒または中粒で，凝灰質である。 凝灰岩や

中新称，松本達郎: 前出 5) のウソブシナイ層，井島信主郎・品田芳三郎: 前出 6) の

ウソブシナイ泥岩層，高橋功二: 前出 11) のオソウシナイ層の一部に相当する。
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頁岩と互層していることが多 L、。また縞状のラミナをもっているものや，板状の層埋の

明らかなものなどを'はさんでいる。

凝灰岩は，淡緑以色または灰白色で，粗粒のものや，細粒でベントナイト状のものな

どがみとめられる。一般にやわらかく，粗しようなものが多い。厚さは 2m をこえるも

のはないようである。

摸式地では，下部は，暗灰色頁岩で構成され， )必白色の薄いベシトナイト状凝灰岩をは

さんでいる。下底から約 200m 附 j圧に，化長をふくむ小型間球叩:がみとめられるつ中部に

は，日吉緑青色粗粒凝灰質砂岩 ·vノレト質頁岩・灰白色の凝灰岩などの互属が，約 180m ほ

どみとめられる。凝灰岩は，厚さ1.5 m ていどのものが 4 枚みとめられる。上部は，シノレ

ト質頁岩および頁岩で構成されており，厚さ約 110m である。下半部に与-5cm の薄いり〈

白色凝灰岩をはさんでいる。

支平志、内Jll本流では，模式地とほぼ同じような岩相を示しているが，下部には， ドロク

イ状、ンjント岩をはさんでいる。また，模式地では，中部に凝灰岩が 4 枚介在しているが，

本流では， 1 枚しかみとめ

られない。

一方クチャコロ}I I では，

VJレト質貞吉が主体となっ

ている。ただ下底から約

280m 附近に凝灰質灰白色

粗粒砂岩の露出が，厚さ約

10m ほどみとめられる。ま

た，それから 250m 上位に

は，日吉緑灰色~淡緑灰色の

凝灰岩(厚さ約 5m) がみ

とめられる。この凝灰岩

は，前にのべた模式地に露

出する，中部の凝灰岩に相

当するものと:考えられる。

さらに，凝灰岩の上部約

120m 附近には，細粒砂岩

と頁岩の互層が約 30m ほ

ど発達している。

第 17 図 ワッカウエンベツ川下流ニゴリ川層中の

化石保存状態(石山昭三撮影)
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層厚: 模式地では

460m であるが，安平志

内川本流では， 510m と

なっている。またクチャ

ゴロ}I!では，断層で切ら

れて重複しているようで

あるが，少なくとも 750

m はみつもられる。

化石: 一般に中部

および I二部からの産出が

多いっもっとも特ちょう

的なものは，£I妙。chy-

discusharadai(lIMBO)

で，中部凝灰岩・砂岩・

頁岩の互層部の約 50m

上位に多産する。そのほ

か，下部からは， ιaudry-

cerastenuiliratumYABE

• !:"pigonicerasglabrum

(l IMBO) ・ Hatten"ceras

第 18 図 クチャコロ川支流のニゴリ川層中の砂岩に保

存された化石(高橋撮膨)

angustumYABE ・ Neo ρuzosia spp.Polyptychocerasspp. InoceramusnaumanniYOKO-

YAMA(高橋功二鑑定)などを採集した。

4 奥板谷層 CU4J

模式地: 安平志内川本流とユゴリ}flとの合流点附 j[[

分 布: 模式地附 j庄およびクチャコロ川下流の向斜部にだけしか分布していない。

構造: 定平志内川本流では， N50D~70~E ・ 30 つ~45CSE であるが，ニゴリ J[!ド流で

は， N208~30oE ・ 50D~600SE の一般走向・傾斜を示しており，自に Itんだ|句心向余!構造ー

をつくっている。また，クチャコロ川下流および，クチャコロ川市方の沢では， NS ・ 30
0

~50 つE および N20 コ~30 つw.200~300SW の走向・傾斜を示し，向斜構造がみとめられ

中新称， I白j 橋功三: 前出 11)，のオソウシナイ情最上部の V 部層に相当する。
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る。

関 係: 下位層とは整合漸移している。したがって ， Vノレト岩または細粒砂岩にとみ，

いわゆるドロクイ砂岩が主体となる部分から，この地屈にふくめた。

岩質および岩相: Vノレト岩および細粒砂岩で構成されている。

ともに暗灰色~淡灰色であるが，風化すると，淡褐色となり，いわゆるドログイ状砂

岩~シノレト岩となる。

安平志内川本流では，下部に径 30~50cm 大のマーノレ帯，中部に小型泥氏質団球帯，上

部に砂質団球をまれにふくむ帯がみとめられるだけで，全届ほとんど単調な岩相を示して

いる。ただ!二部になるほど，砂質分にとみ，粒度が荒くなる傾向がみとめられる

属 厚: 模式地では 810m の厚さを示している。その他の地域では，向斜構造をつく

っていたり，断層で切られていたりするため，真の屑厚はわからない。

化石: 前にのべた地層にくらべて化石の産出はかなり少なくなっているの 同球の中

からは，ほとんど産出しない。一般に地層の中に埋蔵していることが多いため，保存不良

で，鑑定にたえるものは少い。ただ110石類にくらべてイノセラムスの破片が多くみとめら

れる。鑑定できたものは， j欠のとうりである。

Neo戸uzosia sp.

Etigonicerassp.

Inoceramuscfr.orientalisSOKOLOW

(高橋 J)J二鑑定)

本

III.2.2.2 安川屑群

天市中川[、主 I幅地域では，前にのべた ~!Fl 央)司群のとに，不整合と与えられるような発達を

*示す，地層がみとめられているつしかもこの地層の巾からは，ヘトナイ世上部を示す化石

を産出している。この図幅地域 lこも，これらの地層の一部に相当する地属が発達しているっ

この地同を下三段層 [Y1J としてとりあつかった。

1 下三股層 [V1J

模式地: 安平志、内川土流地域

分 布: 安平志内}lU:流の，本流を中心とした地域，および閃i福岡端の 36 号ノ沢・オ

モシノレシベブ沢の土流地域に分布しているだけである ο

構造: 友平志内川では， N2OC~40 コE ・ 108~40CSE の走向・傾斜がみとめられ， I司

高橋羽三: 前出 11) にもとづく。

ヰペ4 新称， I土it喬功コ: 前出 11) の安川層群としてまとめたものの一部に相当する c
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斜の西翼部が露出しているものと考えられる。また， B~i幅西端;では， NlOコ~200W ・ 30コ~

35°NE の一般走向・傾斜を示している。

関 係: 模式地では，奥仮谷層のとに，牒宕からはじまる砂岩層がのっている。基底

面は，多少の凹凸はみとめられるが，上・下層の走向・傾斜には，いちじるしい相違はみ

られず，不整合かどうかは明らかでない。しかし，凶幅西端地域では，下三股層と考えら

れる厚い砂岩国の下に ， Eupachydiscusharadai(J IMBO) をふくみ，出球の多い頁宕層が

発達している。その問には，東部でみられる奥!日谷届相当の，特ちょう的な岩~;日部はみら

れないご l このことは，天塩中川図 i隔地域でみられる支川層群下底の不整合といわれる関係

と一致していて，奥仮谷層を欠除しているのではないかと巧ーえられる。

岩質および吉相: 砂岩を主体としている。そのほか，棟岩・頁岩がわずかにみとめら

nる。

砂岩は，陪灰色または淡褐色を日し，粗 *"r. から細粒のものまでみとめられる(しはし

ば海松;rTと考えられる， r市緑色の細粒や，チャート・砂岩の細粒をふくんでいて，いわ

ゆる雑己;[たを !J二する部分が多いのまた，炭化木 J\- (桂化木)や柏物化石岐 J\ ーをふくんで

いることが多 L 、。

時自は，基底部にだけみとめられる c 時灰色の砂でかためた，かなり粗しようなもの

である。礁は*-大以下の円礁が多い。

五〔岩は，基底部で，砂岩と制Il力、し、互問会示しているわ

応部的に，砂粒が荒くなったり細くなってりしているが，全層ほとんど砂岩で構成され

ている c しかし宅底部1O ~20 m の部分には，操宕が 1~ 1. 5 m ほど発達し，その土に砂

店・頁岩の市 fH かい互層部がみとめられる。

)首 )享: 模式地では， 300m 以上発達している υ

化 石: 模式地では，地層中二，イノセラムスの化石破片をかなりふくんでいるが，

鑑定できるものは，えられなかった。西端部のード三股層からは ， jVletap[accKficcrassubtiｭ

listriatum(JI I\，1B O) を!主している。

III.2.3 火成岩類

ホ

ここでは，蛇紋宕や度白岩類などの i主人岩頭や，玄式岩岩脈について記載する。

III.2.3.1 蛇紋岩崎 p.J

図幅の東北部の稜線を構成して，南北にかなり広く分布している c そのほか，物消 j内川

の西側の各文流や，パナクシ川上流地域・クチャコロ川中・上流地域・オグノンマナイ川上

流地域などに，小さな分布がみられる。これらは，いずれも白豆系堆積後の帯造運動にと

乞鈴木守の調査研究資料にもとづ L 、た。
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もなって，構造線にそって泣入したものと考えられる。大きな分布を示す地域では，構造

線の原形は，まったくかくされている υ しかし，物満内川・パナク i/川・クチャコロ川な

どの地域のものは，幅数m~10m，延長数 100m にとどまる小岩体で，断層線と密接な

関係をもっている。すなわち，物満内川の西側支流でみられる岩体は，いずれも NS--N

10)~20CW 方向の断層線にともなっている。またパナク i/川のものは NI00~200E 方向，

クチャコロ川のものは N30つ~400E 方向の断層線にそっている。

全般的に，葉片状化した，いわゆる片状蛇紋岩になっている。との聞に，塊状の岩相が

残っている。とくに岐砕のいちじるしいところでは，乳白色の蛇紋粘土が発達している。

小岩体として分布しているものは，片状蛇紋岩となり，粘土化していることが多い。東北

部の大きな蛇紋岩休の西側は，約 20~50 m の幅にわたって，炭酸塩作用をうけている。

なお，水銀鉱床を旺胎しているのは，この帯に限られている。

大きな岩体に残されている，塊状の蛇紋君は，かんらんノ百の仮象を残す淡緑色の板温石

がみとめられる。この間に絹布石が少量みとめられる。また，赤褐色のクロム鉄鉱や，ち

り状の磁鉄鉱が散点している。葉片状のものでは，ほとんどせんい状の版社iii石からなり，

この間にちり状の磁鉄鉱が，片押Aの方向にならんでいる。

なお，炭酸塩化された岩相では，大部分が粒状の方解石で直換されている。この中に，

わずかに仮温石や，まわりが磁鉄鉱化したクロム鉄鉱がみとめられる c

III.2.3.2 優白岩 (Lcj

蛇紋岩体の中に，蛇紋岩および自主系の白滝層を貫ぬいて，幅数 m の岩脈がみとめられ

る。優白質の徹密・塊状の岩石で，扮岩様の岩質をもっている。

多数の O.5~1 mm の大きさの，斜長石斑品をもっ斑状構造をしめして l) る。この斜長石

は，カノレノレスパザト型式双品を示している。また，累帯構造がみとめられる。さらに，斑

品として，緑泥石化した黒雲母の長柱状結晶を多くふくんでいる。石基を構成する鉱物の

大部分は，細粒の短冊状斜長石で，部分的に流理構造を示している。この間を，微細な石

英・黒雲ほ・緑泥石でうずめている。黒雲母は， x= 淡黄色・ Y=Z= 褐色の多色性を呈し

ている。

III.2.3.3 角閃岩類

この岩石は，露出では確かめることができなかったが，北東部の蛇紋岩が分布している

地域で，大きな角疎状転石として，かなり多くみとめられる。細粒の輝緑岩質のものや，

角閃片岩・粗粒の斜長石斑状変品の顕著な，角閃岩などがみとめられる。これらは，いず

れも蛇紋岩体にとりこまれた捕獲岩と考えられる。
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角閃片岩: 緑色角閃石と斜長石を，主成分として，そのほか秘れん石・チタシ石・チ

タシ鉄鉱を少量ふくんでいる。

板状あるいは葉片状の緑色角閃石が，方向配列を示しており，この聞をうずめている斜

長石とともに，全変品質構造をつくっている。角閃石は，半白形結品で，チタシ石や斜長

/¥

石を包かしており， x=草緑色・Y=Z=黄緑色の多色性を示している。CZ=22°，斜長石

は丸味をおびている。内部に微細な緑泥石ができているため，ひじようによごれている。

緑れん石は，角閃石や斜長石を置換して，ポイキロプラストをつくっている。なお，片理

を斜めに貫ぬく曹長石の細脈がみとめられる。

角閃岩: 角閃石・斜長石は，ともに相粒であり，モザイックに組合いながら，方向配

列している。これを置換して，曹長石・ぶどう石が，脈状またはパッチ状に発達している。

輝総岩質岩: 原岩のオフ f テザク組織を，よく残している。しかし，普通輝石の大部

分は，緑色角閃石に変っており，斜長イゴは完全にソーシェノレ石化している。これらを貫ぬ

いて，ぶどう石脈がみられる。

III.2.3.4 玄武岩岩脈 CBs)

この宕石(ま，東北端の 480.4 m 三角点を中心とした地域に，転石としてかなりころがっ

ているつ実際の露出はみられないが，おそらく白空二系佐久届を貫ぬく，岩脈と三号えられ

第 19 図 かんらん石玄武岩岩脈の顕微鏡写真 x20
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る。

理品は，普通輝石〉かんらん石である。普通輝石は，長径 0.01~0.3 mm の大きさの白

形または半自形のもので，ところどころに集合して，パザチ状になっているのがみとめら

れる。かんらん石は， O.lmm 前後のもので，だいだしコ色のポーナイトに変っている。さら

に，そのまわりを磁鉄鉱がとりまいている。

石基は，間粒状組織をもち，長柱状の斜長石と，その聞をうずめる粒状の輝石とは，流

理構造を示している。これらの聞に細粒の磁鉄鉱が散点している。

顕微鏡でみた結果は，かんらん石玄武岩である。

III.2.4 新第三系

この地域の新第三系は，西部および南部に，自主系を斜交不整合におおって，広く発達

している。ほとんどが海成の堆積層である。しかし，聞に，陸成の i仕積相のようすを示す

亜炭層を介在する火山砕屑岩を主体とした累層をはさんでいる。いずれも中新世の地層で

ある。

それぞれの累層の岩相上の特ちょうは，図幅地域の南方の，羽 I幌・築別地域を模式地と
1(;)17)1 め 10)

した新第三系の特ちょうと，ょくにている。しかし，一部の累層は，東部地域や北部の天
:20):D)

北地域などの，新第三系の地層に連なっている。

III.2.4.1 大和層 (Ytj

模式地: ワッカウエシベヅ川本流で，大和小学校の下流 2km の地点附近。

分布: ワッカワエシベツ川本流流域および本流の西側の各支流に，帯状に細長く発

達している。また，ペンケホロベツ川・パシケホロペツ川などの最上流にも，帯状に分布

している。

16) 対馬坤六・松野久也・山口昇一: 5 万分の 1 地質図幅「苫前」および説明書，地調，

1954.

17) 松野久也・ [11 口昇一: 5 万分の 1 地質図幅「羽幌」および説明書，地調， 1955.

18) 猪木幸男・田中啓策・秦 光男・佐藤博之: 5 万分の 1 地質図幅「幌加内」および

説明書，地調， 1958.

19) 対馬坤六・田中再策・松野久也・山口昇一: 5 万分の 1 地質図幅「達布」および説

明書，地調， 1958.

20) 今西 茂: 5 万分の 1 地質図幅「名寄」および説明書，北海道立地下資源調査所，

1956,

21) 長谷川潔・長尾捨ー: 5 万分の 1 地質図幅「音威子府」および説明書，北海道開発

正(未刊)

*新称
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構 造: ワッカワエンベツ川にそった地域では， NI0~~30oW ・ 15°~35;)SW，向斜の

西翼部では， NlOつ~25°E ・ 25° 土 SE の走向・傾斜を示し，大きな向斜構造をつくってい

るつまたワッカウエユノベツ川上流には， N108~30oW の走向をもった小さな規模の向斜構

造が発達している。

関 係: 白星系のいろいろな地層を，不整合におおっている。

ワザカワエシベツ川流域では，上部蝦夷層群ニゴリ川層と接しているバ両地層の不整合

関係は，数地点で観察できる。基底面は，細かし)不規則irt状jlifをつくっている c この而の

上には，白空系から供給された，頁岩や砂岩の礁をふくんだ，厚さ1O~15cm の空底i穂岩

ないし合棟砂岩が発達している。

また向斜の西翼では，安川層群の下三股層と不整合で接しているつ

このように，向斜の西翼で，下位に接する地層がちがっている。このことは，白宝紀と

新第三紀の地質構造に，明らかな相違があることを示している。

岩質および岩相: 全届を通じて，砂岩が卓越し，棟質砂岩や砂質i尼岩をわずかにとも

なっている。

砂岩は，灰緑色で，中粒から細粒のものまでみとめられる。一般に剤、層理で塊状のも

のが多 L、。風化すると風化面にそって，薄板状に剥理しやすい。このほか， ~'fi硬な慌状

砂岩の薄層や暗緑色の海緑石粒と考えられる細粒片をふくむ砂岩などみとめられるつま

第 20 図 ワッカウエンベツ川本流 大和層の砂岩の露出(石山昭三撮影)
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第 21 図 ワッカウエンベツ本流 大和田砂岩の露出(石山昭主撮影)

た石炭の小片または炭粉・海棲介化石などを，局部的にふくんでいる。砂岩の中には，

泥灰質問球を，層 J盟に平行に，散点的にふくんでいることが多い。

この地層の主底部には，厚さ1O~15cm ていどの疎岩層ないし牒質砂岩層が，不整合面

にそってみとめられる。その上位には，中粒から細粒の砂岩がJ'f.く果重している。棟岩か

ら砂岩に移る部分には，海棲化石が，化石床状または密集借をつくって，ふくまれている

ことが多い。大和の学校の沢では，不整合面から，下位のニゴリ川層の哨灰色泥岩にむか

つて掘られた，穿孔介化石 (Phoradedia sp.) の穿孔がみとめられた。

中部から上部にかけては，灰緑色の中粒砂岩と，細粒砂岩との不規則な互層で，一部に

砂質泥:6 ・砂岩との互層部を薄くはさんでいる。

属 厚: 向斜構造の東翼部では，北部の榛木沢附近で 180m の厚さがみつもられる

が，南に向ってしだいに厚くなっている c すなわち，模式地附近では 220m，ワザカワエ

ンベツ川上流では 280m 前後となっている c 一方西翼部では，東翼にくらべて，かなり薄

くなっている c ペシケホロベヅ川土庁:の計測では 100m 前後である。

化石 Nuculana sp.

VenericardiaabeshinaiensisGTUKA
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(三谷勝利鑑定)

Periρlama besshoensisYOKOYAMA

Pholadediasp.

Naticasp.

Turritellasp.

カニのつめ

ハンノキ ヰ

III.2.4.2 榛木沢層 (H t)

模式地: ワヅカウエシベツ川支流の僚木沢入口附近

分布: 下位の大和層にそって，大和層と同じような分布を示している。

構造: 大和層の構造と，ほぼ一致している。

関 係: 大和層とは漸移している。大和層の砂質岩本日から泥質岩相にかわる部分を，

榛木沢層の境界としている。

岩質および岩相: 泥岩が主体である。ときには，下位の大和層の砂岩と同質の砂岩薄

層や薄い凝灰岩層を介在している。

泥岩は，陪灰色で，一般に居理があきらかである。風化すると，灰色になり，細かい

片状塊に彼砕しやすい。ときどき砂粒のまじった分級のわるい泥岩をはさんでいる。こ

れらの泥岩の中には，泥灰質問球や，海棲介化石を，わずかにふくんでいる。

凝灰岩は，灰白色の細粒のものである。一般に泥質である。厚さ 5~10cm ていどの

薄いものが多い。

この地届は，況岩で構成される単調な岩相を示している。まれに厚さ 20~30cm ていど

の細粒砂岩層をはさんでいる。また上部には，凝灰岩の薄層が， 1~2 枚みとめられる。こ

の凝灰岩層は，ワッカヲエンベツ川上流地域では，追跡できるが，下流の北部地域では，

みとめられない。

層 厚: 下位の大和層とにかよった厚さの変化を示している。すなわち，向斜の京翼

では，榛木沢附 j庄で 80m ，大和小学校の下流 2km 附近で 70m ，学校ノ沢で 90m ，ワザ

カクエンベツ川上流の二股附 JLI で 60m ，最上流の小向斜部では 160m 以ーとの厚さを示し

ている。この状態は，局部的には，やや急激な厚さの減少はあっても，北から南にむかつ

て， しだいに厚くなる傾向をしめしている。一方，向斜の西翼では，ペンケホロベツ川]二

流で， 90m 前後の厚さを示している。

*ごj:

III.2.4.3 古丹別層 CKtj

申 新称，羽幌・築別地域では，下位の大和層とともに，築別居としてあっかわれている

さらに大和層と岩質上で，ほぼにた地層を上部砂岩層，榛木沢層とにた地層を上部泥

岩層として細分してとりあつかっているようである。

料 この地層の模式地は，三毛別図幅地域の古丹別川流域である。
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模式地: 遠別川支流ヌプリパオマナイ川流域

分布: ワザカウエシベツJ[[から，西側の遠別川各支流にまたがる地域に，広く発達

している。

構造: 36 線沢上流からワッカワエシベヅ川上流にかけて， NNW~SSE 方向に走る

断層を境として，その北側と南側では，かなりちがった構造を示している。

北東側の地域では， NNW~SSE の走向をもった大きな向斜構造がみとめられる。しか

し，定向断層や斜交断層および小規模な波状摺曲などがあって，やや複雑な構造となって

いる。地層の傾斜は，一般に 30U~45° である。

南西地域では，前にのべた大きな|句斜の西側に，平行する背斜構造の西翼部が，単斜構

造を示して発達している。地属の走向・傾斜は， NIOQ~40つW • 40Q~600SW である。し

かし，西地域の境の断層(ペンケホロベツ街上断層〉に近づくと，地層は急傾斜する傾向

がみとめられる。ワッカウエユノベツ川ヒ流の支流では， 60c'~70° ていどの傾斜となってい

る。

関 係: 図幅地域では，下イ止の悼木沢層との境の露出はみられない。ただ，境界恥liB:

の上・下層の走向・傾斜は，ほとんど変化していない c しかし，君相は，はっきりと変っ

ている。また，下位層 lこ介化する凝J)(岩層が，北部地域ではみとめられないことや，下位

層の厚さが，市から北に向って薄化してゆくことなどは，古丹別居が，削制作用をともな

って，堆積したことを暗示している。なお，この図幅の周辺地域では，下位層とは傾斜不

本

整合関係で接していることが，みとめられている。とのようなことから，ここでは下位属

とは，不整合関係と考える。

岩質および岩相: 礁岩・砂岩・泥岩などで構成され，凝灰岩および石炭の薄屑をはさ

んでいる。

礁岩は，おもに古期岩層から供給された燥で，構成されているものと，同時礁と考え

られる砂岩・泥岩傑を主体としているものがみとめられる。前者は，赤色チャート・白

色桂岩・輝緑凝灰岩・石版岩・化崩岩質岩・硬質砂岩・頁岩・凝灰岩などのほか，同時

礁状の泥岩・砂岩など雑多な礁をふくんでいる。礁の大きさは，小豆大から人頭大まで

のものが多 L、。まれに径 30~50cm の巨礁もみとめられる。一般に礁の分級が悪し、場

合は，際岩そのものが，ひじように脆弱である。しかし，小豆大~拳大ていどの分殺さ

22) 藤井宏惇: 天塩国遠別川東岸中流の地質，北大理地修論(手記)， 1951 によるとベ

ンケホロベツ衝上断層と呼ばれている。

1~ 佐藤誠司:前出 8) ，藤井宏惇:前出 22) および 23) ，松田俊治:天塩同宇都川上流地域

の地質，北大理地修論(手記)， 1951 などの報告による。
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れた礁で構成される暁岩の場合は，かなり問硬である。このようなf，i~硬な礁岩相を介在

しているときには， ir可床や河岸に，大きな滝や崖が琵達していることが多 L 、。後者の磯

岩は，おもに暗灰色泥岩・砂岩などが，角喋状または亜角喋状岩塊で，泥岩・砂岩・含

礁~j;岩などの中に入っているものである。ときには，砂岩・泥岩の細かい互層部の岩塊

なども角礁として入っていることもある。これらは，一種の異常増積岩と考えられる。

撲は，拳大から，径数m にもおよぶ巨大な岩塊もみとめられる。一般に岩杷の変化がい

ちじるしく，せまい範囲内では，礁岩のよ手層として追跡することはできない。

砂告には，瞭岩から漸移するものと，泥岩や醗岩ーなどと細かく五層するものとがみと

められる。前者は，灰白色ない L!J<褐色で，粗粒から中粒のものが多い。一般に塊状で

j享層で琵達している。この砂岩の一部には，古期岩田の細礁をふくみ，斑点状の外観を

もったものがみとめられる。後者は，暗青灰色または陪以色で，中粒・細粒の砂告であ

る。一般に唱し板状層理をもっている。 1~2m 以下の厚さで，泥岩・瞭岩と互回して

いる 3 泥灰質問球・細喋・炭化木片.::w炭微片などを多くふくんでいるつ

泥岩は，暗)火色または)J<:黒色で硬いコ一般に塊状の産状を!止しているが，砂岩と互惜

しているものは，板状!再理がみとめられる。泥岩の中には，同質泥岩・砂岩の岩 fl"，岩

塊をふくんだ醗岩相を，不規則にはさんでいることがあるのまた，泥上E質問球・制礁な

どのほか，有fL虫化石を局部的に多数ふくんでいる。

凝灰岩は，厚さ lm~数 m のものが 2~3 枚みとめられる。しかし鍵層として追跡で

きるほどの， )よがりをもっているかどうかは，明らかでない。砂質のものが多く，葉理

がよく琵達しているコ

石炭は，粗粒~中粒の厚い砂岩層の中に，レンズ状または岩塊状で，はさまれている c

いずれも一つの露出内で尖減ずるていどの規模である ο オソウシユナイ川上流の小支流

では， }享さ 30cm 内外の，硬い褐炭層が露出している。しかし，すぐ隣り合った小沢に

までは延びていないようである。

古丹別居は，疎岩または牒質岩相が主体である。この中には，全地域に追跡できるよう

な特ちょう的な岩相は，あまりみとめられない。したがって，この図l隔では，棟岩・砂岩

および泥岩をふくむ量的な割合によって，地層を細分して全地域に追跡したコその際，と

くにほかの部分と，はっきり区別できる部届だけを，富i尼岩相あるいは合牒泥岩相として，

主部属から区別してとりあつかった。

乙のようにして，大まかにわけると，次の 6 つの部「自に細分できるようである。

1 A 部層: 一部の地域では，宮泥岩相として，地質図で区別している。

厚い泥岩を主としているが，暗青灰色中粒~細粒砂岩と泥岩の細かし、互層を，各所に

はさんでいる。また，細粒喋岩・泥岩の礁を多くふくむ礁岩・厚い粗粒~中粒砂岩など

を，しばしばはさんでいる。厚い砂岩層の中には，ところによって石炭のレンズや薄層

をはさんでいるが，連続性はない。

この部層の下半部の厚さ 200m の部分は，北部では，礁岩・泥岩・砂岩などが，不規
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則に混り合った，異状堆積状態を示している。

ワッカウエンベツ川上流の支流で， 600~800m の厚さをもっている。

2 B 部層: A 部居の上に連続して発達する，泥岩陳を多くふくむ喋岩・細粒~中

粒礁岩などの卓越した部層である。この中には，醗岩・砂岩・泥岩などの細かい五層部

を多くはさんでいる。

この部国は，ヌプリバオマイナ川で 650m，ワッカウエンベツ川で 1 ，000 m の)享さを

もっている。

3 C 部層: A 部居と同様に富泥岩相である。地質図では主部層と区別しであるむ

厚い泥岩層の中に，泥岩・砂岩・棟岩の細かい互層部をかなりはさんでいる。陳岩に

は，細粒(柴岩や，泥岩礁をふくむ喋岩がみとめられるつまた，砂岩の中には，ときどき

炭質物をふくんでいる。

こ部層の特ちょうは，凝灰岩・凝灰質砂岩の薄層を数枚はさんでいることであるむし

かし全地域にわたって追跡できないっ

ヌプリバオマナイ川で 200m 前後の厚さを示している。

4 D 部層: 下部から上部に，しだいに粗粒となり，堆積の様子が異常化する傾向

をもっている。

下部は，泥岩・砂岩・陳岩の互府であるが，ときどき厚い瞭岩国をはさんでいるコ中

部では，高III粒~中粒の操岩が厚く発達し，まれに五層部をはさんでいる。さらに，上部

になると，喋岩および泥岩礁や泥岩塊を多くふくむ陳質岩が主体で，泥岩・砂岩をはさ

む部分と，細かい互層部とが，不規則に累積している。上部の岩相は，一般に岩相の側

方変化がいちじるしい。

厚さは 1，700 m 前後である。

5 E 部層: 地賀図で含喋泥岩相として，区別した。

泥岩の中に，同時喋岩・喋質岩・細粒陳岩などが，不規則な岩塊となって入っている

特ちょう的な岩相である。

160~180 m の厚さを示している。

6 F 部層: 古丹別層の上部層であって， D 部層と同様な岩相をもっている。

下部は，砂岩・礁岩・泥岩の細かい五回部と疎質岩とが大きく互層している。ところ

によっては細かし、互層部が卓越している。 凝灰岩・凝灰質砂岩をはさんでいるョ中部

は，陳岩と機質岩とで構成されている。わずかに泥岩や砂岩をはさんでいる。上部は，

細喋~巨礁をふくむ陳岩に富んだ，砂岩・泥岩・喋岩の厚い互層である。聞に砂岩・泥

岩礁岩の細かし、互層部をはさんでし、る。

この部層は，鉄砲の沢で， 1,260 m の厚さをしめしている。

居厚: 4,500 m から 5，100 In前後の厚さであるつ

化石: 属種は末決定であるが，有孔虫の化石を密集したり，散点したりしてふくん
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ヰ

でいる。

III.2.4.4 小車岳層 COg)

模式地: 安平志内川上流地域

分 布: 主要部は，図幅の南東部にあたる 11 の地域に広く分布している。このほか，

天見山を中心とした地域，および南西隅鉄砲沢下流部に，わずかに発達している。

構造: 安平志内川流域では， N40cW~EW~N30oE の走向と， 5°~20° の北落ち

傾斜を示し，北に i白jって沈降する向心向斜構造をつくっている。ところが，小市岳・布袋

山などの稜線の東側では， N30oE~N20oW. lO o~30oNE または SE の走向・傾斜がみ

とめられる。したがって，稜線部にほぼ平行したゆるい傾斜の背斜構造が推定される。一

方，鉄砲沢では， N20o~30oW ・ 25°~30CSW の単斜構造となっている。

関 係: 南東部地域では，多くの場合，断層によって，白望系のいろいろな層準と接

している。しかし，オグノレマナイ川上流地域やクチャコロ川上流地域では，明らかに白望系

の各層準を不整合におおって発達している。下位の白豆系の禄雑な小摺曲構造を切って，

ゆるい傾斜でのっていることや，安平志内川流域でみとめられる白正系と小車岳層の，向

心向斜構造の沈降の方向が，まったく逆であることなどは，明らかに構造差のあることを

表わしている。一方，鉄砲沢では，古丹別屑の泥宕および、砂岩の互層の上に，斜交不整合

にのってし)るのがみとめられる。

小車岳層は，東部地域で，ひじように厚く，火山噴出の中心に近いと考えられる。したが

って，時代的な上限は，後からのべる東野層より上位になるであろう。すなわち，東部地

キ 24) 土田定次郎: 北海道宗谷・日高堆積盆地の微小占生物学的研究(その 3) ，石油

技術協会誌， 23 巻 1 号 1958 ，によると，榛木沢の占丹別居から次のような有子 L虫を報告

している。

Ammodiscusincertusd'ORBIGNY

Bathysi ρhon arenaceaCUSHMAN

Cyclamminaincisa(STACHE)

C. ezoensisASANO

C. orbicularisBRADY

Dentalinasubsoluta(CUSHMAN)

Ha戸10ρhragmoides subglobsum(SARS)

H. compressumLERoy

Martinottiell α communis (d'ORBIGNY)

?Pulleniasp.

Quinquelo ιulina seminulul α( L.)
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域で火山噴出が続いている時期にも，西部地域では，東野層とした地層などが堆積したも

のと考えられる。

岩質および岩相: 安山岩の礁をふくむ集塊岩を主体としているが，間に砂岩・泥岩な

どの堆積相(砂岩・泥岩相 Os) を数枚はさんでいる。そのほか，凝灰角陳岩も介在して

いる。また一部には，薄い安山岩熔岩もみとめられる。

第 22 図小車岳層の露出(安平志内川本流上流)

Os 砂岩・泥岩相 Og 集塊岩相(小山内撮影)

集塊岩は，陪赤褐色・暗灰色・陪緑青色などの色調をもった安山岩礁をふくんでいる。

基質は，火山砂または凝灰岩でかためた，いわゆる凝灰質集塊岩が多 L 、 c しかし，安三v·

志内川の下流側には，基質が熔岩で構成された熔岩質集塊岩もみとめられる。礁粒は，

拳大以上の角礁であるが，一部には，かなり円磨された円礁(人頭大以下)をふくみ，

陳岩様の外観を呈していることもある。礁は，かなり雑多な色調を示しているが，顕微

鏡でみると，例外なく安山岩である。安平志内川流域で採集した礁の鏡下での観察事項

は，次のとおりである。

試料 302 :合角閃石・普通輝;w安山岩。

斑品一一斜長石>普通輝70>'角閃石

斜長石は， 1~2mm の大きさの白形柱状結晶である。普通輝石は， 0.5mm 内外の大

きさの自形または半白形結晶である。角閃石は，輝:wがウラノレ石化作用によって生じた

ものと考えられ，輝石の自形をのこしている。まわりを不透明鉱物でかこまれている。

不透明鉱物と角閃石の聞には，微細なチタン石を生じている。 角閃石の多色性は， x=
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第 23 図 小車岳層集塊岩相中の礁の顕微鏡写真 x20

合角関石・普通輝石安山岩

緑褐色・ y= 淡褐色・ z= 淡黄緑色である。

石基一一一ハイアロピリテック組織をもっている。フェルト状の細粒斜長石・細粒普通

輝石および透明鉱物などの聞を，褐色のガラスで埋めている。

試料 303 :普通輝石安山岩

斑晶一一斜長石〉普通輝石

普通輝石は， 白一形をもち，長軸 lmm 内外の大きさである。紫斑状になっているもの

が多 L、。また双品の発達が顕著である。斜長石は，白形結晶で，アルパイト型式および

カノレルスパット型式の双品をつくっている。一般に，内部にちり状物質を多くふくんで

L、る。

石基、 ハイアロピリテック組織をもっている。細粒の短冊状斜長石が流理構造を示

している。また細粒の 152 通輝石や不透明鉱物が多数みとめられる。これらの聞をうずめ

て，淡褐色のガラスがみとめられる。また，輝石や斜長石は部分的に緑泥石に変っている

安平志内下流部に発達する安山岩熔岩を顕微鏡下でみると次のとうりである。

試料 353 :含黒雲母・角閃石・普通輝石安山岩

斑品一一一斜長石〉普通輝石〉角閃石>黒雲母

斜長石は， 0.6~ 1.5mm(長軸〉ほどの大きさの，柱状あるいは板状の結品であるョA

-・ c-複合双品が顕著で，累帝構造をしめすものも多くみとめられる。普通輝石は，

自形ないし半白形を呈し，0.1~0.2mmの大きさのものである。x=淡緑色・Y=z=淡
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第 24 図 小車品回に含まれる安山岩熔岩の顕微鏡写真 x20

合雲舟・角閃石・普通輝 1..i 安山岩

黄緑色の多色性を呈しているの角関石は，まわりを不透明鉱物(磁鉄鉱)にかこまれて

いる。多色性は， X=JJ 、褐色・ Y宇z= 黄褐色である。角閃石は，さらに黒雲ほに変化し

ているものがみとめられる。

石基一一一ハイアロピリテック組織をもち，細粒の短問状斜長石と輝石の聞を，ガラス

がうずめいている。また，全般に不透明鉱物が散点している。

砂岩・泥岩相は，集塊岩相の中に介在しているが，一般に，岩相の側方変化がいちじ

るしく連続性はあまりなし、。砂岩・操岩・陳岩砂岩・泥岩・凝灰岩・凝灰角陳告などで

構成されている。砂岩は，一般に暗禍色~淡褐黄色を呈している。例外なく凝)火質で粗

しようである。また一部には，暗灰色の粗粒火山砂岩の薄層をはさんでいることもあ

る。まれに炭質物や植物破片をふくんでいるつ陳岩は，拳大以下の円機・亜円傑を砂で

かためたもので，暗褐色を呈している。礁は，集塊岩中に介在している場合には，安山

岩礁が主体となっているつしかし，小車岳層の基底部の陳岩の礁は，ほとんど白亜系か

ら供給されたと考えられる，砂岩・頁岩であるが，チャート・輝緑岩などもみとめられ

る。泥岩は，暗掲色~陪褐灰色を世 L，凝灰質である。砂岩・陳岩などの聞に，薄く介

在していることが多 L 、。 凝灰岩は，灰白色~淡褐灰色を旦し，制粒のものが多 L 、。凝灰

角喋岩は，凝灰岩を基質とし，暗褐色の浮石片，いろいろな色の安山岩片をふくむもの

であるコ喋粒が大きくなり，礁の量を増して， !買)天質集塊岩に漸移していることが多

L 、。
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基底部は，オグノレマナイ川上流および，クチャコロ川上流地域でみとめられる。クチャ

コロ川上流では，厚さ 50~60 m の砂岩・泥岩相が，直接自主系の上に不整合に発達して

いる。こ乙の基底部は，砂岩および操岩が主体である。しかし，上部ほど安山岩礁を多く

ふくむようになり，角操凝灰岩から集塊岩へと漸移している。オグノレマナイ川支流の学校

ノ沢上流では，砂岩および凝灰角牒岩が主体で，間に厚さ 50~100 em の褐炭層を 2 枚は

さんでいる。乙の褐炭層は連続性はないようである。

基底部の上.位は，集塊岩が主体となっているが，安平志内川上流地域のように，砂岩­

j尼岩十日を， 5~6 枚介在している。 とのような砂岩・泥岩相は，水平的に広がりはなく， 3

~4km ていどで，集塊岩相に側方変化していることが多い。支平志内川上流地域の，砂

岩・ i尼岩本日中の疎岩は，基底部の操岩にくらべ，ほとんど安山岩礁ばかりで構成されてい

ることが特ちょう白甘である。

最上部と考えられる岩相は，安平志内川の三股下流部に発達している。ここでは集塊岩

が主体となっているが，基質が熔岩で構成されるものが多く，また安山岩熔岩を介在して

いることが，特ちょうである。

西南端部の鉄砲、沢では，ほとんど，基質が火山砂でかためられ，円礁の多い棟~状葉塊

岩が主体となっている。この地域では，上・下を通じて岩相の変化は，みとめられない。

しかし，水平的にみると，北部(図!国斗)では， {諜位も大きくなり，角礁が多くなって，

いかにも集塊岩らしくなっている。

層 厚: 南東部の主要分布地域では，厚さ 1，OOOm を越えているようである。しかし，

鉄砲沢では，わずか 70m ていどとなっている。

本

III.2.4.5 東野層 eRn]

模式地: この図 '~l百の西側に隣接する，初浦図幅内の，遠別川流域東里子附近

分 布: 図i隔の南西隅の，鉄砲の沢に，わずかに一部が発達している。これは，向斜

の東翼部にあたっている。

構 造: N5°~10oW ・ 200~25°SW の走向・傾斜を示している。図幅の南西端を N

10
0

W 方向にかすめて，向斜軸が通っている。

関 係: 下位届の，巨礁をふくむ疎岩が，凝灰質砂岩に移るところから，東野層にふ

くめた 3 下位層とは整合関係である。

この地層は，西南地域に追跡すると，小車岳属に相当する岩層と異相関係であるといわ

中新称
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#

れている。

岩質および岩相: おもに砂岩で構成されているが，含礁砂岩や砂質泥岩を介在してい

る。

砂岩は，粗粒から細粒のものがみとめられる。粗粒~中粒のものは，陪灰色を呈し，

一般に凝灰質で，無層理・塊状の産状を呈していることが多い。小豆大からキンカン大

ていどの円礁を散点的にふくんでいることがある。時ー硬な桂質板状砂岩の薄層を， とき

どき介在している。さらに，砂質団球や海棲介化石・炭化水月などを，しばしばふくん

でし、る。

細粒の砂岩は，暗青灰色で，やや板状の層理が発達し，ときには泥質砂岩・砂質泥岩をと

もなっている。このほか，堅硬な砂岩の薄層をわずかにはさんでいる。また，まれに小円

礁をふくんでいることがある。ところによっては，偽層層理のみとめられることがある。

この地属は，岩相の上から，上・下に区分することができる。

下部は，おもに粗粒から中粒の砂岩で，構成されている。ときに，含牒砂岩をともなっ

ている c 海棲介化石を多くふくんでいることが，特ちょう的である。

上部は，相位砂岩の卓越した岩相をもち，上半部分には，泥質砂岩を，かなり多く介在

している。

全般的にみると，この地層の堆積状態は，下位の小車岳)醤から連続した，相粒から細杭

までのー堆積輪廻と考えられる。

層 厚: 380m以上の厚さを示している。このうち，下部の粗粒岩相は， 150m 前後

である。

III.2.5 第四系

乙の地域の第四系は，現在の河川の流域にみとめられる，段丘堆積物と，沖積地および

現河!末をつくる沖積層である。前者は，洪積世後半の，また後者は沖積世の堆積物である。

いずれも，他の地域にくらべて発達がわるく，大きな河川の流域に，狭小な分布を示して

いるだけである。

III.2.5.1 段丘堆積物

河岸に発達する段正は，前にのべたように，河床からの比高によって，高低 2 段にわけ

られるが，ともに堆積物をともなっている。これらを， (1)第 1 段丘堆積物， (2) 第 2 段

丘堆積物に区号、する。

1第 1 段丘堆種物 [llJ

おもに，支平志内川流域に発達している c 河床からの比高 30-40m の平坦面を構成し

*初 i甫・築別図幅による D
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ているもので，堆積物の下底面の比高は 25~30m である。

模式的には，支平志内川本流の大曲附近・志内川河口附;5:および板谷附近に発達してい

ると

砂・操・粘土などで構成されている。一般に分紋がかなり進んでいて，明瞭な層理を示

していることが多いハしかし局部的には， {旬以:不充苛で，雑然とした堆積状態を示してい

ることもある c 礁は，ほとんど，この地域に発達する岩層から由来したもので，円礁が多

く，人頭大から指頭大前後のものである c まれに任 50cm から 80cm におよぶ l~~£礁をふ

くんでいるとともある c 厚さは，長も厚いところでも 10m を越えないコ

2 第 2 段丘堆積物 CT~J

模式的には，支平志内川流域に発達している c そのほか，ワザカウエンベツ川・オグノレ

マナイ川・物満内川などの流域にもみられる〕河川ミからの比高 15~20 m の主r:J:[面を構成

する fit荷物である。 Jit積物のド底は，河川Jから， 5~lO mの比高をもっている

前[このべた第 1 段丘の構成員とかわらない。しかし，分紋は，第 1 段丘にくらべて悪く，

一般に雑然とした堆積状態を示していることが多い。

)手さは， 5~10m である。

III.2.5.2 沖積層 CA l)

この地域の ("I ，積地は，あまり発達がよくな l) 0 したがって，沖積地を構成する沖積層の

発達も不良である。ことに，友平志内川下流地域では，川の下支 IJ がいちじるしく，両岸が

切\'1.っていて，河原はほとんど形成されていない c

やや模式的に発達しているのは，板谷附;5:である。

沖積層の構成物は，下位の岩層から供給された，砂・操・粘土などが主体で，雑然とし

た堆積状態を示している c 仮谷附近では，泥炭の;専属をはさんでいるつ

文流や小沢の河!本には，沖積層に相当する，土砂、や礁などの堆積物がみとめられるが，

地質問に記入できるほどの分布はみられない。

沖積層の層厚は，不定で 5m 以上のところもある。

III.2.6 地質構造

この地域の地質構造は，かなり複雑な状態を呈している。それは，多くの摺由 j構造と，

断層構造によって規定されている

III.2.6.1 摺曲構造

この地域の摺[tI l構造の特ちょうは，ジェラ系・自主系にみとめられるものは，断層で切

られかなりこわされて，軸延長の短いものの集合としてあらわされ，車 fh 間隔のせまい，急、
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傾斜の摺曲構造を作っていることである。これに反して，新第三系にみとめられるものは，

前者にくらべて，かなりな柏田に追跡され，比較的ゆるやかな傾斜をもって，ゆるいうね

りを示している。したがって構造的にも，白主系と新第三系の聞は，明らかな不整合であ

ることをあらわしている。

白主系・新第三系を通じて，基本的な摺[HI帯造は， NS 性のものである。これらの摺曲

構造を，あるていど復元して考えること，白星系分布地域では，空知層群が背斜の中核と

なっていて，基盤岩層があらわれるような，主要な背斜構造となっていることを示してい

るこしかも，この構造の特ちょうは，南に沈下下する一種のドーム状構造とも考えられるも

のである。背斜の両側には，なお 3~4 帯の背・向斜が並列している。しかし，これらの

うちには，背斜の頂部が断屈でこわされていたり，大きな蛇紋岩休が近入していたりして，

原形を残していないものが多い。また，局部的には， NS性の摺出 j軸と斜交する N300~

60:£ 方向の摺曲帯もみとめられる。 これは，志文内川流域にみとめられるもので，前に

のべた空知層群を核とする，ドーム構造もふくんでいる c ここでは，地層が急傾斜を示し，

一部には逆転傾斜をとっている部分もあるのこのようなことは，他の地域の宿 Ittl 帝ではみ

とめれない特ちょうである。しかし，志文内川下流部の地問の傾斜がゆるくなる地域では，

摺曲軸の方向は，ふたたび NS~N200W 方向の，基本的な摺曲構造にもどっている。

-}i ， 摺 u11 軸の南北方向のうねり(摺曲軸の沈降部や隆起部)をみると，白望系では，

比較均はっきりとあらわされているが，新第三系では，具体的な ijii] は，あまりみとめられ

ない。ただ大局均にみると，白望系では，ほぼ 3~4km 間隔で摺山軸の沈降部・隆起部

がくりかえされているようである。しかし，新第三系では， 10km 以上の間隔となってい

るようである。また，支平志内川上流地域の小車 iZ:層には，明らかに北に沈降する向心向

斜構造がみとめられる。これに反して，同じ地域の白豆系(ま， I討に沈む向心向斜をとって

いて，沈降方向は，まったく逆である。しかし，沈降部がほぼ一致していることは，特ち

ょう的である。

以上のべた摺曲捧造の形成時期は，一つは新第三系堆積後であることは，明らかである。

一方，白主系が構造 ~r<;( こ不整合関係を示していることは，白主系が新東三系 ~it積前の摺曲

運動をこうむっていることをあらわしている。しかし，乙の新第三系堆積前・白歪系堆積

後の摺曲帯造は，地表にのこされていることは少ない。ただ， (1)前にのべた，ヶ;ぞ知層群

を中核とする背斜構造は，南部の新第三系には追跡されない。 (2) 小半岳届で，不整合に

おおわれる自主系には，小摺曲構造が，多数みとめられるが，これらは小車岳層には追跡

できない c (3) 新第三系の摺曲構造は，例外なく NS~N20ー~30 C) W であるが，白宝系に
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みとめられる摺曲構造には， N30o~60oE 方向のものもみとめられる。うえにのべたこと

がらは，明らかに，新第三系堆積前の摺曲構造の存在を示している。

111.2.6.2 断層構造

との地域の，支配的な断層は， N100~300W 方向の断層と，これと斜交する N400~70°

E 方向の断層とがみとめられる。

前者は，白主系・新第三系を通じて大部分の地層の走向方向と一致し，派生分岐断層が

みとめられるものである。しかし，このうちには，東から西におしかぶさる一種の，街上

断層状の逆断層がみとめられるつその代表的なものは，第 25 図に示した。すなわち， (1)

東北部の蛇紋岩休の西側で，白望系と接する逆断層， (2) 物満内川の西側の各支流でみと

められる，背斜の頂部と考えられる部分を切り，小蛇紋岩体をともなうもの， (3) 安平志

内川下流部で，中部蝦夷群と上部蝦夷層群との境となっている筒上性の逆断層， (4) ワヅ

第 25 図断層構造図
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カワエンベツ川の西側のI司境稜線に，ほぼ平行してみとめられる逆断層，などである。こ

のうち， (1)および (2) は，ともに蛇紋岩体と密接な関係をもっ構造線で， (3) および (4)

にくらべ，地下深部までおよぶものと考えられる。 したがって，その形成時期も， (3) ・

(4) とはことなっているものと考えられる。 また，この地域の，大部分の NI00~70CW

方向の断層は， (3) および (4) と関係づけられ，ほぼ同時期(新第三系堆積後〉の断層群

と考えられる。

一方，後者はいずれも，前にのべた断層によって切られ，いちおう追跡はできるが，か

なり不連続なことが，特ちょうである。また一部には，やはり小蛇紋岩体をともなってい

て，重要な構造線の志:月末をもつものもみとめられる。したがって，少なくとも前にのべた

N100~30 コW 方向の断層群形成以前のものとみなされる。ただ，由一部の小}これ岳層と白豆系

とのJ克となっている， N30o~60 コE 方向の断層などは， NS 性の断層成形にともなうブロ

ック運劃の影響によるものと考えられる。

III.2.7 地史

との地域の地質構成が，現在みられるようになった過程を，いままでのべたことから，

要約すると，次のとうりである。

(1) 空知層群の堆積: 基i主の火山噴出物を主体とする堆積につづいて，砂や泥の堆

積がおとなわれたっその問にも，なお，火山活動がおこなわれ凝灰質物質(チャート)の

堆積を交えている。

(2) 空知層群上部と下部蝦夷層群の堆積: この地域では，これに相当する岩相はみ

られない。しかし北部の天塩中川図幅地域では，砂・泥などで構成される空知層群の上 tこ，

不整合に下部蝦夷層群がのり，空知層群と下部蝦夷層群の聞に，小構造運動があったとと

を示している。下部蝦夷層群は，粗粒物質の堆積ではじまり，砂と泥のリズミカノレな堆積

を続けたようである。

(3) 中部蝦夷層群および上部蝦夷層群の堆積: 下部蝦夷属群から連続的な，堆積を

続けているが，粗杭~細粒のナイクノレが， くりかえされている。この間には，下部蝦夷属

群堆積時には，ほとんどみとめられなかった，酸性~中性火山灰(凝ば岩)の降灰がしば

しばみとめられる。図幅地域に発達する蝦夷層群は，この火山氏の降灰のもっともいちじ

るしい堆積相からである。下半部では動物の棲患が，きわめて少いが，上半部(上部蝦夷

層群)では，かなり多くなり，上部蝦夷層群の中部の堆積期には，菊石類やイノセラムス

類が，もっとも繁栄し， 2 枚介類の棲息もみられる。

(4) 安川層群の堆積: 蝦夷層群の堆積後 lこは，局部的な隆起がおこなわれ，安川層
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群が不整合的に堆積している c その様子は，北部ほど蝦夷層群が削られていることが報告

されている c 安川層群は，砂を主体とする堆積であるが，下部では，粗粒物質が多いっ

(5) 後白皇系・先新第三系の削全 il ・構造運動: 白望系の堆積後，隆起運劃にともな

って，多くの摺曲・断層構造が形成された。そのうちには，蛇紋岩の近入をともなうもの

もあると

(6) 新第三系の堆積: (5) の構造運動をへたのち，沈降がおこなわれ，西方から海

浸がはじまり，砂. ~尼・礁などが堆積された。その初期は，浅海の環境で石炭の原材料な

どが堆積し，それに引続いてかなり荒い海域の，急激な堆積がおこなわれた。また後半に

は，地域的な隆起にともなって，東部地域では，かなり活発な火 rfr 活動とともに，砂. {}~

や火山性物質などが堆積している c これは，陸成の堆積物と考えられる。一方西部では浅

海~瀕海の環境のもとに，砂・礁などが堆積している。この供給物は，東部の火山物質が

主体となっている。

(7) 後新第三系の造構造運動: 荒から西へ!白 j う )J によって， NS性の摺曲が生長し，

それにともなってさらに，同方向の多くの断層が形成され，この地域の地質構造の大要が

決定された。このような造構造逼動にともない，以後現世まで陸地化して削景 IJがつづけら

れている。

(8) 第四系: 地盤の上昇と，河川の発達にともない，その流域に河段圧面と堆積物

をのこして，現存:の地形を完成した。

IV 応用地質

この地域の鉱産資源で，かつて稼行されたものは，京北部の蛇紋岩と関係のある水銀と

ね谷部落附 i庄の蝦夷層群から産した石油である。そのほか，新第三系にみられる石炭につ

いても，調査や探鉱が若干おこなわれたようであるが，いまのところ，問題になっていな

い二また，北京隅地域には，アシデモユー・ニザケノレ鉱床が知られている

中

IV.l 7]( 銀鉱床〈天塩鉱山)

鉱区所在地: 中川群美深町恩根内

位置および交通: 鉱床は，宗谷本線恩根内市街の西方約 8km の，オグノレマナイ川文

ネ斎藤昌之: 前日\ 1) にもとづき，鈴木守の調査資料を加えて報告する。
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流水銀沢(九号沢)に位置している 3 恩根内市街から，水銀沢沢口附近までは， ，;~材道路

があり， トラザクの交通が可能である。

沿革: 昭和17 年発見。昭和 8 年東洋水銀株式会社によって稼行，戦前には一時年産

20ton を産したこともあるという。戦争中は帝国鉱発株式会社が開発に当った。しかし次

第に低品位となり年産 5 ton ていどに落ちた。昭和 20 年敗戦と同時に廃山。現夜(昭和

33 年調査当時)には，一切の設備が撤去され，採掘切羽も荒廃にまかせている。したがつ

医ヨA
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第 26 図 天塩鉱山附近の地質図

A: 中部蝦夷層群佐久屑 B: 蛇紋岩 c: 鉱体

D: 断層 1:大紅樋 2:10 号樋 3:暁樋 4: 紅梅鎚

5: 大栄坑 6:3 号鑓 7: 朝日鈎
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第 27 図 天塩鉱山採掘現場跡

(斎藤昌之撮影)

る。

て，採掘当時の鉱況は，まったく不明である。

地質および鉱床: 鉱床賦存地域の地質は，砂岩・頁岩の互層で構成される，中部蝦夷

*層群佐久層と，蛇紋岩である。第 26 図のように， 水銀沢の本流にそって佐久層が， その

両側に蛇紋岩が，それぞれ分布している。佐久層と蛇紋岩の関係はみられないが，東傾斜

の逆断層と推定される。この附近の蛇紋岩休は，いちじるしく珪化・炭酸塩化作用をうけ，

一部では石灰岩様の岩質や，白黒の縞状模様をつくっている。とのような碇化・炭酸塩化

作用は，蛇紋岩近入後の，努断運動にともなって，おこなわれたものと考えられる。鉱床

は，このような交代作用を，いちじるしくう

け，特殊な捷曲破砕部に旺胎している。しか

も頁岩部に近いところが富鉱体となってい

鉱床の伸びと，落しの方向は，炭酸塩イじ帯

の方向 (N25°W .70
0

NE) と，ほぼ一致して

いると推定される。これは，今後探鉱する場

合の重要な目安になると考えられる。鉱床附

近がいちじるしく荒廃しているので，充分観

察できないが，いちおう稼行可能と考えられ

る鉱体は， 3 号・万栄・暁の 3 鉱体である。

第 28 図 天塩鉱山小沢中の水銀鉱床露頭

(斎藤撮影)

第 29 図天塩鉱山露天間跡

(斎藤撮影)

ド斎藤昌之: 前出 1) の附図を参照し，それに調査資料をくわえて編集した。
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とのほか，大紅・朝日・紅梅などの鉱体は，露頭として興味のもたれるものもあるが，い

ずれも，今後相当な日時および経費をかけた探鉱が必要であろう。 3 号・万栄・暁の 3 鉱

体は，それぞれ宣言頭部から， 10m ていど掘下げているので，これ以上露天採掘をおとなう

ことは不利と考えられる。

発表された調査資料によると，現在の地並から上では，方解石脈にともなう，白然水銀

をふくむ辰砂の ， ~}l~染状粘土質脈と，網状脈であったといわれている。調査当時でも，そ

の形は推察できたが，これが下部でどのようになるかが，この鉱山の稼行価値を決定する

問題点と考えられる。しかし，今までは，下部探鉱はまったくおこなわれていない。調査資
守宅

料ーによると下部にも期待をもてることが報告されていて，今後の下部探鉱がもっとも必要

であろう。

'""''.=, "nJ." 2 3
鉱石の品位は，露天採掘当時は，面一ω~1000 から 10000 分代であったという。

IV.2 石油鉱床

i白井位置および交通: 中川郡中川村1長谷。坂谷部落の西方約 500m の，西側小沢入口

に位置しているョ共和市街から，馬市道が仮谷市方まで通じている。

沿革: 古くから油徴が知られていたが，戦争中陸軍によって手掘がおこなわれ，若

干採油したといわれる。しかし詳細は明らかでない。調査当時は，手掘跡が残され，オイル

プーノレとなっていた。そのほかの設備はまったく荒廃していた。

***地質: (由 J下位置附;B:は，白滝層・西知良志内層・第 2 段丘J: it 積物および沖積層で構

成されている。

油井は，白滝層の背斜構造の点買部に掘られている。白滝居の傾斜は， 60 つ~90" で，か

なり急立した背斜構造をつくっている。また，油 J! 二の位置する小沢の上流には， N500"W

方向の，前にのベた街上性逆断層で，白滝層と西知良志内層とが接している。西知良志肉

層は，下流部では， NS~N40oW ・ 500~800NE であるが，上流部では， N200W ・ 70
0
SW

となり背斜構造をつくっている。

油井は，位置的にはいちおう白滝層の背斜頂部を目標としたようにみられる。しかし，

現地の人によると，沖積層と思われる砂利層を，手掘りによって掘り，白滝居と考えられ

る岩盤で掘止めたらしい。この沖積層と白滝届の岩盤の境から ， i参出する油を採油したと

申 斎藤昌之: 前出 1)

料現地の人の談話による。

*~ド宇地質図で、は， ~~l 升二位置附近の沖積層は省知した。
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いわれているっこのような掘さくの状況から考えると，背斜度部をねらって，掘さくした

かどうかが疑問である。むしろ，油徴地点を直接掘り下げたとも考えられる。ところで，

油井に惨出する石1111は，おそらく，ほかの地点で惨出したものが集積したものと考えられ

る。小沢の上流地域では，油徴はみとめられないのしかし，前にのべた逆断層にそって，

渉出Jえがあるか，あるいは上流の西知良志内属の背斜部附近から惨出しているのではない

かと考えられる。したがって，今後の西知良志内層にみとめられる背斜構造部の探鉱に興

味がもたれる。

この図幅地域周辺の白空系にみとめられる油徴は，今までの報告によると，ほとんど上

部蝦夷層群の記長出地にかぎられている。このことは，上部蝦夷層群そのものが石油母層で

あるか，または，その下位の中部蝦夷!語辞が母届であって，そこから渉出しているかであ

る c 岩質的にみると，両者ーとも母層と考えられるものをふくんでいる。したがって，この

附近では地質構造上から，石油鉱床の存主を推定しなければならない。との志味では，図

幅地域内の中部蝦夷層群の露出地域の構造は，かなり複雑にこわされている c とれに反し

て，上部蝦夷同群分布地域は，比較的こわされていない。しかし，それにしても地層が急

傾斜を示し，大きな油田構造は望まれない。

IV.3 石炭

この地域の含炭層は， (1) 白宝系の白滝属および佐久層， (2) 新第三系の古丹別居，

(3) 小車日届の 4 属準である。

このうち白望系のものは，どちらの層準のものも，かなり良質な濯青炭である。しかし

厚さは 20cm 以下のレンズ状で，ー露出内で尖減し，まったく連続性のないものである。

したがって，稼行価値はまったくない。

古丹別居のものは，戦争・中， I泣 i隔の北西地域でわずかに稼行し，探鉱したととがあると

*中

いう。炭層の露頭は，オソウ i/ ュナイ川および榛木沢の j二流地域にみとめられる。いずれ

も占庁別居の基底部に近い， )宇い砂岩中に介在している c オソウ ν ェナイ川上流では，厚

さ 30cm 内外の堅い褐炭層である。しかし，露頭にすぐ隣り合った小沢には，まったく露

出せず，連続性のな l) ものである。また棟木、沢では，オソウ乙/ェナイ川とほぼ同居準に，

約 1m に膨脹した，板状に剥j豆する炭層が露出している σ しかしこれも走向方向には追跡、

できない。

申 井島信五郎・品田芳二郎;前出 7)，井島信五郎:前出 6)

卒中 現地の人の談話による。
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小車岳層のものは，東部地域で，基底部の砂岩・泥岩相に介点している。露頭は，オグ

ノレマナイ川支流学校の沢上流にみとめられる。砂岩・凝灰角疎岩・泌岩・凝灰岩などの問

に，厚さ 50cm および 1m ていどの 2 枚みとめられる。炭質は，はさみが多く，木質部を

のこし，薄い板状に長Ij押ーする粗悪な褐炭である。また，安平志内川上流地域の，上部属準

の砂岩. ?)己岩相中にも，しばしば 30~50cm ていどの粗悪炭層を介在している。しかし，

いずれも膨縮がいちじるしく連続性はない。

以上の点から，乙の地域に発達する石炭には，どの層準のものも，稼行できるほどの炭

量はなく，石炭そのものの開発は，困難と考えられる。

中

IV.4 アンチモニー・ニッケル品:

やむわつかない

凶幅の北東開の，常盤村 1ト.若内西方山地の小沢にアンチモニー・ニザケノレ鉱床が，みと

められる。鉱床の位置は， k荘内部落の西方約 2km ，および南西方約 3km の 2 カ所にあ

る。前者は，アンチモニー・ニザケノレ鉱床で，後者は，ニザケノレ鉱床である。

Jill:床附;1Iは，蛇紋岩で構成されている。この中に，桂化と炭酸塩化のいちじるしい鉱化

帯がみとめられ，鉱床は， ζ の中およびその上部の風化帯の中に匹目白している。

前者のアジデモニー・ニッケノレ鉱床は，蛇紋岩を貫ぬく優白岩の小岩脈にともなって p

るが，実態は明らかにされていない。品位は， Sb13~18 %に達するといわれている。

後者のニザケノレ鉱床は，ニッケノレを含有する蛇紋岩が，風化分解して生成した，残溜含

ニッケノレ粘.J二鉱床といわれている。品位は， NiO.2~ 1. 2;?~ に達するといわれている。
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Resume

Thismapoccupiesanareabetween44°30' ,-..,44°40' N.lat., and142ー

0' ,-..,142ー15'E.long. Fromthetopographicalfeature, thisareaisdivided

into2parts, (1)isthematurestagemountainsof200 ,-.., 750 m.inheight,

(2)isterraceandalluviumdevelopingalongtheriverside.

(1)isalsodividedinto2parts, oneistheheavilyundulatedarea,

theotherlowergentlyslopingarea, accordingtothegeologicalformation

anditsstructure. For instance, inCretaceousformationarea, sma]]

undulationsarevisible, becauseofthein 自uences offaults , N200'-"'300 W

andN60ー'-"'70ーE directions. Theareawhich iscoverd by the

NeogeneTertiaryvolcanics(Ogurumadakeformation)isshowinggentle

featureingenaral.

(2)areobservedalongtheAbeshinairiverandtheWakkawenbetsu

river , and2stagesofplanes, higherandlowerareobserved. The

higherterraceiscalled1stterraceand30 ,-..,40 m.highfromalluvial

plane. Thelowerterraceiscalled2ndterraceand10 ,-..,20 m.high

formalluvialplane. Bothterracesarecoveredbythedepositsof5 ,.,..,

10m.thickness. Alluviumdevelopementisverypoor. Mostofthe

riversarerunningalongfaultstructurelines.
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GEOLOGY

Thegeologicalsuccessionofthisareaisasfollows.

(Alluvium Alluvialdeposit
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(Panakushigawaformation

lShibunnaigawaformation

Thisareaisthenorthextensionoftheso-calledKamuikotanZone.

CrystalineschistwhichisthemainmemberoftheKamuikotanZone

cannotbeobservedinthisarea.Serpentine, leucocrate, otherigneous

rocks, theJurassicformation , theCretaceousfOimationandtheNeogene

Tertiaryformationarewidelydistributed.

TheJurassicandtheCretacousformationsareapartofthecon 晦

tinuousdeposits, whichhavecloserelationtotheKamuikotanZone, and

developingwidelyfromsouthtonorthincentralHokkaido. Those

arecalledtheSorachiGroup, theYezoGroupandtheYasukawaGroup

(宇 Hakobuchi Group).

InthisareatheJurassicandtheCretacecusformationsarecutoff

JurassicSorachigroup
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bymanyfaults , sohatthecontinuousrelationisnotobserved, andthe

MiddleYezoGroupcontactsdirectlytoapartoftheSorachiGroup.

TheSorachiGroupisdividedinto2parts, thelower(theShibunｭ

naigawaformation)ismainlyconsistofschalsteinanddiabasewhich

areinducedfromvolcanics, theupper(thePanakushigawaformation)

sandstone, chertandshale.

BoththeYezoandtheYasukawaGroupsaremainlyconsistofsandｭ

stoneandshale, showing3--4sedimentarycycles, andrhysmicalalterｭ

nationsarecomplisedduringthatcycles. Neutralandacidictuffsareinterｭ

calatedinitslowerpart, andareavailablyaskeybed. FossilAmmonite

andInoceramusareobtainedfromtheSakugawahorizonandaremost

aboundantintheNigarikdwahorizon.

Atthenorth-easternpartofthissheet, serpentineandleucocrate

developeswidely, andformsthepeculiarstructureofthecorezoneof

theso-calledKamuikotanzone. Theintrusionofthoseigneousrocks

areconsideredtobepost-Cretaceousandpre-NeogeneTertiary.

Violenttectonicmovement, whichwasaccompaniedbytheintusion

ofserpentine rocks, causedmanyfaultsandfoldingsofNNE ,......,SSW

direction. However, thosestructuresweredestroyedbythepostｭ

NeogeneTertiarymovementandveryfeworiginalstructureisremained.

SincethattimenomarineinvasionhadbeenrecognizeduntilNeogene

Tertiary, thedepositofPalaeogeneTertiaryisnotobserved.

Marineinvasionhad haplJened from western area in Neogene

Tertiaryage, andtheYamatoformationwas accumulated, covering

underlyingCretaceousformationsunconformably. TheYamatoformaｭ

tionmainlyconsistedofsandstone, butitcontinuedconformablytothe

nextHannokizawaformationofmuddyfacies.

TheKotanbetsuformationcoverstheHannokizawaformationunｭ

conformably, andconsistsofcoarsesediment, showingcontinuousupheｭ

avalanddepression. SeeingfromthesedimentationoftheKotandetsu

formation , whichistheabnormalmixofconglomerate, sandstoneand

mudstone, thatseawasconsideredtobenotacalmone. Howeverit

becamesometimescalm, becauseoftheexistenceofcoalaccumulation.

Laterthen , afterseveralupheavalanddepression , theOgurumadake
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formationcoveredtheKotanbetsuformationunconformably. The

OgurumadakeseawasfarbeyondtheseaoftheYamatoandthe

Hannoki, anditsmarinetransgressionissupposedtocoveredtheeastern

partofthisarea. Initsshortearlystage, coalwasdepositedmixed

withsandstone, mudstoneandtu 百-breccia ， thenvolcanicactivitiesbegan

toviolent, andthickvolcanicswereaccumulated. Howeveractivities

weregraduallyslowdown, andsandstoneandmudstoneaccumulated

locally. Inlaterstage, thosevolcanicactivitieswerealmostceased,

and the Higashinoformationwhichismainlyconsistofsandstone

accumulated.

Sincethen , thisareawaselevated, andwasinfluencedbycomparaｭ

tivelyheavycrustalmovement. Thismoventisrepresentedbyfaults

ofpresentNNW---SSEdirection , someofthemarereversetYl1ewhich

thrustoverfromwestward.

InQuaternaryage, upheavalswereintermittentlyoccured, remaining

deartwostepsofterraceplanesalongthepresentriverside. Thus

thetopographicalfeatureofthepresentwasformed.

AppliedGeology

Themineralresoruceswhichwereonceworked, arethemercury

whichhascloserelationtoserpentineofthenorth-westpart, andthe

oiloriginatedfromtheYezoGroupnearItayavillage. Someofthe

coalsinNeogeneTertiarywereinvestigatedand developed, butnot

importantatpresent.

TheMercurymine(TeshioMine)isnowentirelyruined. Itoccured

inthecrushedzoneofsilicificationandcarbonitizationbetweenserpentine

andcretaceousrocks. Thiswillbecausedbymetasomatismwhich

wasaccompaniedbytheshearingmovementafterserpentineintτusion.

Theoreissaidtobetheimpregnatedclayeyveinandnetworkveinof

cinnabarcontainingnaturalmercury, accompaniedbycalcitevein. Its

gradewasreportedfrom2(1000to3(1000.

Oilwasaccumulatedandgatheredattheboundaryofalluvialdeposit

andtheSiratakiformation , andoncetestbyhandboring. Seeingfrom

geologicalstructure, asteepsmallanticlineisonlyobservedinthatplace,

soworthyoilfieldstructureisnotbepossible.
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CoalisrecognizedintheShiratakiformation , theSakuformation ,

theKotanbetsuformationandintheOgurumadakeformation. Each

ofthemarenotcontinuousandarelenticularinshape, workablereserve

C九n notbecalculated.
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